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研 究 σ~ 構 想

l 研究の趣旨

この研究は ，本研究所が持事県として参加して来た全国教育研究所連盟の尖同研究 f図話科と統解力

の形成 .その指導Jの発段と深化を自ざして行なうものである。その直接の目的は， r文章の総時性に

即した鋭みの機能を明らかにして ，これを育てるための読解指導な考:1'tする。 Jところにある。

従米の研究において， 児a.生徒の読みの級態はほぼ切らかにな司たが，全縦令!こ扱括的な段階にと

どまり，微視的た遺気掛じ時うぶんでないうらみがある。じたがって，そう した読みの様態に立御して

想定された読みの機能に即応するための，読みのf拘旨尊導手に関する考祭もまた域E鏡蓑的な傾向をまωがれ得な

か司た。突際の結J呆畏とし

阻の島t悦みばなさ計士れLたけ肘士れLども.哀の具体化はこれからの段階になると忠われる。

そこで，今回の第?次 5か年研究においては eまず読みの段態をいま少しく細かく追究しながら，読

みの機能を詳細に把銭し， 一方，読禁指導の実験を重ねつつ，両者をあわせて『指導の要^~の具体化

を凶るとともに一つの典型的な読書葬指導を提示したいと考えたのである。

こう した経緯を以下に少しく述べてみよう。

(1) 要素的学力鎮の止燭

文字刀 ・ 語い力・文rt力空宇ば最も基礎的な~表的な国語学力でおり，読解力としての大君主犯鑓力 ・ 要

旨 ・ 要点 ・ 主題の把窪刀，~想力〈展謁ブJ) ，推左足力等は，最も根源的な重要な刀として認めるのでは

あるが，それらを部分的要素的にのみ認識することは，あたかも要素心王里学的な一面観にも似た採りを.

犯すものである。これら，各績の力のカ動的な関迎に注目し，これを全体的に高める根本餓度ゆ欠くな

らば，いかに文字ヵ ・55い力等の個々の力をとりあげて，これを育成しても .決して総合的な国語学力

ほ身につかないであろう。イ盟h の力の加算的総和が国語学力ではないのである。

われわれに，これらの力を全体的な言語信貸の中に位置づげて考えてゆきたい。これらの刀を f絞み

の喰告白という概念のゆに包摂して考えてゆこうとするのである。すなわち，読む活動として働<.知

的・心だ主的・生理的作用そのものを有機的・総合的にとらえ，要旨侭栂カ...・H ・..……推読力の中に働く

ものや解明することに努力を傾けたのである。 そうすることが説みの〆カ=ズムを明らかにすることに

なると考えるのである。

しかしながら.われわれのこのような志向にもかかわらず，問題はきわめて複雑かっ高次である。そ

こでこのたびは，生忽拘な面は捨象し ，主として，知的 ・心理的な簡に研究の焦点を向け，これらの作

用が，文章の線条位・脚寺併にしたがって ，どのように働くかを全体的にみつづけてゆこ うとするので

ある。

(2) 分析的・解剖的な銃解指導のf}F家

現行のま走鰯苔ミ撃には，しばしば本文の読解は簡単に取り扱い.役割活導に専念したり，文窓読解を中

断するような文法指導・5吾句指導をとり立てて行なっているηきがある。 また ，児童・生徒自身の力で



本文唱ピE党解する機会が乏しく ，もっぱら朝海の説明や禁釈fあえて議室長止はいわない〉によって段援を

進めている場面も見うける。あらかじめ教問iの設定した E撲のコース省~ ，児澄ー生御E一問一答的な反

応をするだりで通過してゆくこの授業ば， P31率学習jとか 「遠足学習Jとか称して批難さるべきもの

であろう。

前者の ，段落ゃ文法や語句ゃの指導に傾斜する態度は，いわば文主主主f静態的に解剖的に取り扱うもの

であり ，鋭みとった結果のみを問題とする指導である。殊に，文章の形式的な分解にかたよるような段

落指毒事は，生き生きとした言語活動を育てることをなおざりにした分析的措若手に陥るものであり，文書障

の生命をそこなうものである。

後者の「引率学習Jは，児童・生徒の続みの主体性を奪う こと4まいうまでむないが.なによりも託み

手自身に思考の場を与えることなく ，いわば ，教師の講釈を「聞きとる学習jに墜していることを恐れ

ずにはいられなレb 読み手自身が，直接に文章に直面しながら，さまざまの思考過程をたどることなく

ひたすら .教師の説明や講釈に随伴して臨みを進めることを反復していると，読解は積極性を失い，統

み手自身に機造化し，焦点化する力が界易に伸長しないのである。

大正期の国語教育界に強烈な勢力をもって惨透し，戦後もその道統を伝えている統みの形象型主総(垣

内松主将士の提唱した読みの解釈さ学的刀法〉は，きわめてすぐれたものではあるが， 結美主義的な鋭み

であり.国文学研究的な菌諮教育であるという批判め3ある。 ζれは，結局なまな児童・生徒の読みを無

視して .国文学の作品を研究する態度からその万法が発想されたという事情に由米するものである。

いずれにせよ従来の読察指導の方法においては，児童 ・ 生徒の説みの拠~.ゃ.説みの機能の僚かせか

たに対する配慮がふじ噛うぶんであったといえようu

(3) 文篇の継時性に却した読みの機能とその指導

・ 文i単は ，その基本的性質として， 11考倒的併井芸品告に展開するもの-rあ る。五~れま，その旨簡をもと とし

て，文章の線条性;こ基づきながら時間的に展開し，末尾にいたってその意味を完了するもので;r{:， ・t

主主は ，このように書き手の意図を落事由としなか Q ，表現内容を体制化していったもので応る以上.読み

手が，文章の線条をたどりながら，こJもをな竜，W1に再体性~Hじして・hくことが読みでt.rりればならないe

この点では児ii-生徒の或みも ，成人の読みも本来同じであるべきはずである。

したがって，読みのカを育てるということは，本質的には，丈3EをÞ1'~胸、r，fI誌とたに正しく文脈をたど

りながらi意味体制化してゆく言語術館hを向.てることになるのである。ところで，児童・生徒の読みは一

般的に朱燃で.成長過程にあるから.統みに働〈知的・生涯的・心政的な作用の上でさまさ'まな不能!徐i

ゃ.かたよりが見られるわけである。とうした状況をよく把録することが，読みの機穏を想定する契機

となるのである。

ところで，説みの機能とはなにか。総指的にいえば，文章者...ti."fむ際iこ俄〈 知的・心的・生裂前i':r.メカ

zズムである。これを以下に，やや共依的に述べてみよう。

われわれが.女主主安読む場合にば，その事前に，読む包的，公;鐙，必要~，読み手のパーメナ IJ 7".( 

等に応じである構えが生じる。これは ，主として，心主主的な間紛である。

つぎにいよいよ読み始めると，そこにさまざまな働きが出現してくる。文字昔r認知し，文字から穏い

表Vi!そ思い浮かべ ，語いから句， 旬から文というように認識してゆくのは，まず視覚ゃ，限涼巡動の機

能によるものであり ，大脳生理的な作用である。そこには，知自悦乍胤が働くと同時に，心理的な作崩も
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発現する。たとえば「花が咲く。 j と，いう女に議して 「花・が・咲・く Jという文字右それぞれ正し

く認知しながら，これを文節「花が・咲く Jとして認識し，主部 付加 リ と述部 「咲<Jをー速の意味

体として;E11~解するのは， ~ 1 に，読書生想的な働きであり ， 心理的な岩手化作用であり，そして，語いの

知識や文法的知識の参加する安o自句作用でもある。このように一口に読みの機能といっても，それは笑は

i細かな個々の力に分析され，それが相互に関連じ合って働く複雑微妙なものである。さきに， r花が咲

くjという短文で大づかみに説明したけれども ，翼手化作用を働かせて一つの意味体としてとらえるとい

っても，読み手が「花j という語に接したとき，具体的なサクラ ・ツパキ・ウメなどの個々の具象を脳

裏に反映させるだけでなく， r花Jという一般的な属性をよく 認識し> i花Jという慨念を把握してい

る必萎がある。 同じよラに「咲く Jという概念も把援していなければならない。 この例のような簡単な

ものは，幼児でも概念が形成されているから容易であるが 3 抽象度のi奮いものや，象徴伎の強いものを

理解するには，かなηの経験ゃ，人間的成熟が必要とされる。また，文学的文章賃などでは ，語いのニュ

アンスや，情景を味解するのに虫かな感性iJ，要請されるわけであって，このように， 読みの機能なるも

のは複雑な力動的関連をもつものである。

われわれは ，こうした機官険仁文筆の継時性にしたがって発動するのが当然であ 0，ぞれ放に， ちど2転

を冒頭から読み進む 「文脈たどり読みJを正しく 遂行させることによ 4 て， 読みの機古伊1育てられてゆ

くと考えるのである。

文字の学習や ，語いの学習，あるいは文法的知識などは文書量読解の議事華々悲底的な要素であるが.と

れらの指導は.基礎訓練にあたるものであって ，}えに読みの機能を育てるのは，文2訟の読みの指導にお

いてである。かつて 、輿水笑氏がその著書のゆで f言語を学習するのは，水泳の習得に似ている。 jと

いうバー トランド・ラyセルのととばを引用されたことがあったが.その比燃にしたがえば .文字 ・諾

.認。法の練習は，バタ足ヨ11綴ゃ .手の練習にあたtl，文筆統解の訓練は全体的な泳連「の線需にあたるも

のであろう。いかにパタ足線設だけ事f強化しても， 実際に泳がせてみない限η ，水泳は習得できないの

であるω いかに務い，ER併や分解的六段落車|隔を町って h> i;:t去を最初からていねいに読み， かっ考

えるという文章読j持活動の力Jは義えないのである。

このような見地から，まずわれわれは， r文章0)継1'F{主にしたがうたど n読みJを義本におき， Z先み

手のE首脳の中にどのように文脈が形成されてゆくか，それが，なめらかに形成されるような指導はど う

すればよいのかを .研究の巾中111として鍛えていったのであるo

ところで，言語中継その他の， 大脳主主主霊的な仰1きや測定するに足る精密な著書臭.のない現状にかんがみ

できるだけそれに近接しようとして考えたのが，以下の研究計画であf1.研究方法である。

2 研究計画

(1) 全体計画

第 1鶏1 A 読みの様態の究明 (読みにおける思湾や想像の状況 読み とりの類型など〉

①事例的研究

@集 団的調査

B Aにもとづく鋭角手指導過程の構成と実践

① 授業分析的研究
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@ 長業形態や}j法の研究

第 2期 読みの継時性に即する統解指導研究のまとめ

(2) 年次計画 (昭 39)

読みの様態の研究

的個別調査

a 恭礎的調査

・国語学力 ・知能検査

読書歴

b 直接的調査

・文章読解の場における函祭

。コ) 集団調査

※ 詳細は各宝震に記述

-性格検査読書興味 ・環境調査読書潔境

-雪想的方法 -極板把緩 -要約力など

・読みの過程に応ずる調査 既開ゆと朱銃部介の関係 官民み進むにつれての室長容など
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E 事 ザリ

1 事例的研究の 目的

的 研 'J"a 

ブし

一般に事例的研究においては，個人の成長ゃ変化の過程を追跡し ，その要因を究明しながら省察を加

えたり，指導の万途を考察したりする労作が主となる。いわば個人の成長 ・変化に随伴する縦断的な研

究と考えていい。しかも，この研究は期間的にも長いほど興味ある豊かな結果が期待できるし，多方面

にわたるほど複雑な相関々係ゃ，内的因子が浮きぽ灼にされやすい。

ととろで ，本研究で事例的研究を用いたのは，研究の趣旨や計画の項でもふれたように ，読みの様態

を個別に，より微視的にさぐり ，読みの機能を的確に把握する契機をつかもうとするためである。した

がってとの研究の主目的は，読みとりの個人差一一 読みのいろいろなタイ プを探るところにあり ，個

人の読みの変化成長する過程を明らかにするのが主目的ではない。そうした意味で ，とれからの各種の

例の引用も，事例研究の正則的な立場からみれば，極めて恋意的なものとなるであろう。

また，との研究がやや形式的に不統一の感をまぬがれないと忠dつれることは，まず二，三の例を比較

芳察する横断的方法がしばしば加味される点である。そとで縦断的方法と横断的方法が安錯するために

よけい混雑感を与えるととと思われる。こうした印象を与える原因の一つは，研究が初年度であって多

分に試行的な性格を帯びている点にあるが.根本的には ，この研究作業が読みの様態をとらえ，読みの

機能を推測するためのものであり，便宜として事例研究的方法を採用したところにあることを了解して

いただきたい。

2 事例的研究の構想

読みは全人的 .統一的な営みであるから ，その作用は複雑微妙な力動的関係、によって成立している。

したがって.読みを成立させている個々の因子や ，因子閣の相関状況をとらえることは容易でない。

しかしながら，読みの機能が成立する主要な条件はおよそ推定できるから ，最小限これらについて究

明することは可能であり ，その結果ある程度の様相を把握することができると考えて次のように骨子を

組んでみたのであるo

(1) 基礎的条件

読みという行動の基底となるものにも，身体的条件と精神的条件があるが 唱乙士れL宅含ヒさらに分析す士われ1A

一応 ，生理的肉体的な条件 ，知能的条件 ，心理的性格的条件，環境的条件一(児童 -生徒には学習的

条件なども〉一一 等となる。これらの因子がどのようにからみ合って，読みが成立するのか ，また，読

みのよしあしがどのようにして生ずるのかを見るのが今次の白骨枕のである。

そとで ，以上あげた各種条件のうち，生理的肉体的な条件は，読書生理的に正常と認定される対象児

を選ぶことによって，とれを除外し ，残りの条件の基底的なものについて調査することとした。

A 知能的条件

とれば知能度を測定することを主として.団体用 ，田中B式知能検査のほか，精密を期するために個

別検査のWISCを用い，知能の様相を知ろうとした。
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B 心理的性格的条件

これには，作文力との関連も考えて SCT( Sentence Completion Test) 

一一 文章完成法テストーーを用い，このほかに CAT (Ch i ) dr en's Appe r cept i on 

Test) 一一一 幼児・児童 絵画統覚検査 一ー を島立て用い ，一般的性格的特性ゃ ，子どもの欲求

と圧力や，人間関係の診断に役だてようとした。 これらは，文章の読みとりの主観性や情緒性に影響す

ると考えられるからである。

C 環境的条件

子どもの読書欲や読書傾向は ，かなり環境的条件に左右されるので，まず家庭の文化度 ，読書環境ゃ ，

学校図書館ならびに学級図書の状況なども一応調べてみる。特に本人の読書歴などは，読書力形成の重

要因子となるであろ う。

D 国語科学習的条件

読解力の形成には ，学習条併効1極めて強力に働くものであるが ，その学習成就度の商をみようとする

ものである。とれば概観的な把握にとどまるが ，個人の学習の習得の状況を明らかにすることができょ

う。 子どもに ，どのような学習環境が与えられ，どのような指導が加えられているかを知ることは根本

的にたいせつなこと であるが ，それは容易に解明することができないし ，その上，過去の累積やた乞る

ことは ，いっそう困難なことであり，指導の研究に直接はいるので今年次はさけておく。

(2) 読解技能的条件

読みに直長働くものは読解技能的なものであり ，その根底には前記の基礎的条例1あるものと考えら

れる。もちろん ，読解力をそうした層的な三考えかたで分離することは当を得ないものであり，知能的な

因子や心理的な因子その他がからみ草うって読解技能を形成しているわけではあるが ，研究上は一応分け

ておく方が使刑だからである。

A 読書カ ，読解カ

これの一般的なスJを見るには，客観化された標準検査が便利であるから ，SRT(阪本式 読書能力

診断テスト )，および筆者が作成した 新潟県立教育研究所作成 「文章読解力検査!を用いた。

B 読みに伴う想像性 ・推理性

読みながらどのような推測や ，想像を働かせるか ，その量や質を知ることは，文学的文章 ・非文学的

文章いずれの場合にも重要なことがらである。想像力や推理力は ，前述のSCTやCAT等の検査によ

っても見得るので ，そのほかに簡単な連想調査や ，物語文の発展に関する推測調査などを試みたのであ

る。また ，筆者作成の 「文章読解力検査」にも推測読みの能力をみる分野があり ，とれを刑用すること

もできる。

C 読みの進行過程に伴う読みとりの変容調査

読みは文主義の継時性に即して，文脈に沿いながら文章を意味体制化してゆく営みであるから ，読みの

進行過程に即しながら，読み手の読みとりの状況を調べてゆくととがたいせつである。読み手は既読部

分の意味を ，内面的に要約しながら これを基礎として未読部分に対してゆくのである。そうした意味で ，

この調査は既説部分と未読部分の関係をみてゆ〈しごとともいえる。いわば ，既読部分と未読部分の関

数関係をみるととが ，読みのプロセスを明らかにする一つの方法となるわけである。調査の骨子はだい

たい既説部分の意味内容や，部分的理解を聞い ，これを要約させて ，それらの上に立って未読部分の予
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測さと試みさ寸宝、これを順次に重ねてゆくという方法でみる。

第 2としては全文を一読しながら ，その過程で感じたり思考したり したととを，その感怨に該当する

箆所に記入させてゆく方法である。この場合は槌めて際意的慾定量的な反応ぬE多く出て，説みの過程の様

相を系統的にとらえ難くする欠点をもつが，その反面，読み手のなまのままの思考や感殺が露呈する利

点もある。とれは 「随録的調査jとでも名づくべきものであろう。

第 5 の方法は.面接によって第 1 と同じく，読みの進行過程に盟flする様車~â'見るものである。これは

調凌目的も ，調査機造もほとゐど第 1と同じであるが， 商事起こよるために，調査そのものを対象児童に

即応して進め得る柔軟性をもち ，必要に応じて細かな追加調査のできることが利点である。

D 梗概把握力，要約力

前回の研究から，読解力を代表するような主聖書な力は使級を把握する場前や ，文章や段落を書室約する

際に発現するこ とを知り得たので ，今回もこ うした点に注目することとした。梗概や筋誉き作成の能力

に関してはソビエ トの教育学者スミルノフ等の実験もあり ，要約に関しては同じく Yピエトのカ リー ζ

ン等の実験報告もあるので ，それらを念頭におきながら，内百来的な質的な商を偶別に見ていこうとした

のである。

E その他

事例的研究を進めるにあた「て必要と思われるものは作文をはじめ ，随時とり入れるこ ととしたの

3 調査対象児童

調査者の意図は ，読みの類型のいくつかそ採り出すことにあった。したがって緒的にいえば，それぞ

れ義なったタイプの被検査者を数名発見することができれば当初の目的は達成されるわけである。その

手はじめとして .まず ，小学 2年生以上 6年生までの各学年 1学級の中から ，上位群 1名，中位群 2名 ，

下位群 1名を選定し，これを個別に調査しているいろな読みの型(読みの機能の働かぜかたの類型〉な

採りあてようとしたのである。ところで ，前回の第 1次研究期間中には，ーいちじるしい主観係向型と，

それと対長続的な~.銭的な読みとり裂の 1 対が見つかったのであるが，今回はそのような典型的な好例を

見ることができなかった。そこで，多少の働人差に照明をあててみることになった。中心対象は小学 6

年生であるが ，いま会対象児の一覧表を掲げておく。

児護略号 6A女 o， B女 6B男 6，C男 • 6 A男

知能偏差値 7 2 5 4 5 0 4 2 
48f追「

方自
国語科成績 5 5 5 2 5、J

児護略号 4 A男 4B女 4 B男 4C女

知能偏差値 6 6 5 4 5 0 4 4 

国語科成緩 5 5 5 2 

児童略号 2 A男 28女 2B男 2C男

知能偏差値 ιι 5 4 5日 4 6 

国語科成綬 5 5 五 2 

- 7一

5A女 SB女 5B男 5C男

7日 5 3 5 6 5 1 

5 司 3 2 

. 3A女 3B男 3B女 3C男

7 5 5 6 5 1 4 7 

5 5 5 2 

-注 o数字は学年。

oABCは，それぞれ上中

下位講を示す。

。知能』立学校が実施した田

中丸



以上の Z1名について 2事例的研究の構想で述べたような初登事墳を試行してみたが ，そのEいにはさ学

年の発達段階からみて高度と怠われるものもあり ，また ，低学年等では反応がきわめてふじ申うぶんで

あって解釈に困難を感ずる点もみられた。そとで ，今回は小学 6&写生を中心対象とし，特に読みの機使

が正しく働いていると.国つれる r6A女』に焦点を据えながら，読みの綴怒をみていくことにした。

さきに述べたように， 以下の稔述は二，三の事タ11研究敬三民とした縦節前方法のようにみえながら も.

必要に応じて問少年や，低今年の児童を比較対象として登場させるので，かなり横断的な形式をとるこ

とになる。そして最終の E的は，そのような関連考察の申で，読みの鎌j態を純かくとらえ，読みの機能

についてより深く究努することなのである。

なお，との刻象児の選定ば学校にわく毛主お示ししてお願いしたものである" ct位鮮を2名ずっとった

のは，一応、各学年の水準的な平均値自怯学力 ・知能の児童をとらえることによって ，多少なりとも発達

段階酌な箇ぞみたいと考えたからであり， 上・ ド位務それぞれ 1名を配したのは，中位群との比較考察

に便宜を得るためであった。しかしながら，研究者旨進めているうちに，よい説みf説みの機能を正しく

調和的に働かすもの〉と .必い続み (読みの機能の働かせかたにかたよ りあるもの〉の考察に制点が向

けられていったので ，ct{iT群設定の意味も多少もがってきたAtl.;/Jiある。とにかく，これらの対象兇につ

いて総冶的に関連考察をすすめる形となった。以下論述のつどう上，やや分野別にながめてみたい。

4 .例をめぐる考察

(1)知能的条件

研究対象児一覧表にのせたものは ， 団体検査用の改訂田中B式の結果であり，概観的であるので . ~寺

に必要な対象にはW 1 SC知能診断倹套法を用いた。ウイ スクは周知のとおり，エューヨーク大学のウ

エックスラー縛士の作成にかかるものであり，大きく言語性検査と動作性候査の 2郵に分かれ ，それぞ

れが 4穫の下位検査から成り立っていて .かなη精密な個別検査ができる。しかも ，言語性検査と動作

性検査との比較 ， および各下位検査の得点の比較から ， 大脳怨質的障害 ・ 精紳介裂症 ・ 持続~ . 典治'人

格 ・精神話器弱毒事の診断や鑑別に役だてることもできる。特;こ言語性検査のEれでも ，一般的知識・一般的

理解・類似問鎚・単語問題等の下位検査は，抽象化の能力と宵孫，言語と概念の問題について考祭の機

会を与えるものである。したがって ，今回の調査B的である統みの機能の解明にもいささかの寄与をす

るものと考えられる。そこで .WISCのB本絞(児玉省 ・品川不二郎共著)'k使用したのであるが.

;;$:稿はWlSCによる事例研究を中心としたものではないから，一部分を簡単に示し，対象児の務みの

力の基礎的条件として考えるととにしたい。
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6 A 女 1Q 121(上知〉

プロフィール

o 1 2 5 4 5 (， 7 8 9 1011 12 "5 14 15 16 17 18 19 2日
l__j I I I I I I t I ， I I I I I r I I I I 

1 一 般的 知識

一般的獲解

跨 5 算数問題

検 4 室長似問題

:iI I 5 単諮問題

6 〈 数 唱問 題〉

作動検 J111089J 絵積組絵 合繭画木せ記完模問 成様列題 t t t ' tj l t tl tt sJat ajtt a jE t t Slt i Ji t Ja j i Jt i t Jt i t ，1J t t1a t ・at a 』aj ktピLtJ1と13i 4 l 』11 l 』11 l • 1 S 

査 1121 符(迷号路 問問題題〉 1 l 1』 1l 1 t 1 t 1 a 1l 』i 2t 11 t1 B1 a4 s1 at zEパ7'z， l l I a S I 

言語性 lQ 125  

動作性 lQ 1 1 7 

阜 B 1;:. 1Q  109ぐ平均知〉

フ ロ フ イ ー・・ 1レ

自 2 5 4 5 6 7 8 9 10 11 12 15 14 15 16 17 18 19 20 

雪 一 般 的 翠解

話 算数問題

検 類似問題 l 1_1 

手t15 l)i諮 問題 l

C数日目問題) I 

〆 7 絵画完成

動 8 絵画配列

積木模稼

様 。 修会せ問題

jf 111 符号問題

2 C迷 路 問題〉

言籍性 1 Q 1日 5

動作性 1 Q 1 1 1 

一 宇一

レ....-r: 1. L.J. L...1ー-' J 

::ZP: 'f 4 l 

j_，.イ l



6 C 男 1 Q 8 e (下知〉

フロ フ ィ ー Jレ

(' 1 一 般的知識 l一

言 I2 一 般的理解しJ

語 t 3 算数問題 1ー」

検 I4 類似問題 1

査 ! 5 単語問題 l

6 (数日昌問題) I 

作動検4 1l !|， 1 3 8 ? 0 

絵画完成

絵画配列 t___t 

積木模様

組合せ問 題 しー斗

11 符合問題 しー」
査

¥.12 (迷路問題〉 L_l 

言語性

動作性

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 2日
l_____l J J f f I J L__ i 

1 t l ' t 

L ーし一一」ー」 l t ， 

t I 1 I I ( L  J 

P 
J 

l} 汁Tて
J___J___1 1 〆f/1

l/.， 
" " 

， 
入 i

i/， 1 [ 1 I 

L_j I 

I ， I 

-'-' 
]
μ

一7 8 

9 1 

6A女は ，言語検査の方がややすぐれ， 6 B女は，動作検査の方がややすぐれ， 6 C男

は ，いちじるしく 言語検査が劣っていることが臼象的である。

こうした尉ゐら 6C男は，読解の上で恩考上の障害がきわめて多いことが推定されるので

ある。

(2) 心理的・性格的条件

SCT(文章完成法テスト〕の実施結果一一一一付CATの結果

S CTは ，一定の刺激語を与え ，それによって被検者の脳裏に浮かぶイメージを，文として綴らせ ，

そこに投影されるものを ，パーソナリティと ，決定的要因の二面から考察してゆくものである。文の表

現内容からそこに反映する各側面を分析しながら，全体として性格特性を判定し，基本自慢因と関連さ

せて把握するものである。

とれは ，適用範囲の広いテス トであるから，いわば広く浅く見るに適している。そとで，とれにCA

T(絵画統覚検査一児童版〉ゃ ，作文法(課題一私のうち〉を加えて，総合的にみるとととした。した

がって，この 5つ宏とおして ，それぞれの対象児の人間像をつかんでいただきたいと思う。
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刺激語

Part 1 

l 小さい時私は

z 家では

6 A 女 6 B 女 6 C 男

しょうじをやぶるのが大好き |たいへんなきむしでした。そ ! いつもわがままでした。

だった。高いところはものき | れは私が自分かつてでわがま

しでやぶったと母が教えてく | まだったからです。

れた。

読書ばかりしτいる。おもし |おじいきん ，おばあさんがい iいつもさわがしい。

るくて ，e中でやめられない |るのでおかあさんやおとうさ

と夜 12時までも本を読んで |んよりもおばあさんやおじい

いる。 Iさんにあまえる。

5 私の一番ほしいもの |バイオ リンと世界中の歌曲を Ifープレコーダーです。 野球の道具です。

4 私がいやなのは

警いたう臣ふ，そしてそれを全一

部ひいたりうたったりしたい。

体育の時間，飛び箱や走り高 |成績表をもらう時です。

飛びなど私のできないととIf

かりだ。休背のある日It学校

へくるのがいやだロ

勉強です。

5 私の(兄， 姉，弟， I 弟は大の勉強ぎらいだ。それ |妹は家じゅうでたいへんふe I 兄はいつもはたくのがすきで

妹〉は | にちょっとませれ、ふでも |っている。 Iす。

わりと観切だ。

6 私の母がもう少し | おやつをくれると川、。おや |としよりだった九の上日， 1 やさしくなればいいな。

つは.たくさんあるほどうれ| 姉がいたかもしれないのに。

しい。

マ 私の父がもう少し l月給をもらってくるといい。 Iた川〈がよかったら。

そしたら本をたくさん買って

もらいたいa

8 友だちの家庭にく ら |へやが少ない。 000舎なん |たいへんユ モ了時い。

べて私の家庭は | てへやが少な〈ていやだな。

9 大きくなったら私は iワィ-"/へいきたい。そして|スチュワデスになりたい。

音楽家になりたい。女で有名

な音楽家っていないもの。

働いてくれればいいな。

そうぞうしいです。

きれいなうちをたてていつも

子どもにやさし〈してあげて

やります.

10 私がうれしいのは 父が艮外へ出張する時そのた |ほかの家とちがって農家なの | 遊んでいつもどろんとになる

一一 11一一



刺 激 語 6 A 女 6 B 女 6 C !脅

::;??っ杭買ってもら|;;:;;;ごたご市二一

11 父は私の言うこと |あまりよくきいてくれない。 Iたいへんよくきいてくれまれ |きいてはくれませんa

を i そして私の考えたEとをよ< I とんどのタリスマスにテープ

iめてからへんじをする。 Iレコーダーをかつてくれるそ

うです。

12 訟の しっぱいは 大好きな音楽のテストをまち| 台所でちゃわんをあらったり .1理科の実験です。

がえたとと。よくみなおせば|ふいたりするとたいてい 2-

わかったのに .拍子記号をね I3個もやわんをわります。

かしていた。

工5 弘はよ く 楽しい空想をする。ゥィ-;!I しんけいしつだといわれまれ| あモびにいきます。

へ行ってウィーY少年合唱団

とあく手したり ，オペラを関

い?と旬 ……...t. 

14 私が 山 いのは |併な音楽家の歴史川|附

本をみても全部書いてある本 です。

はない.

15 学校 で弘はいつも あまりしゃべらM の 子 |……をやって |勉 強 山 手 を あ げ 仙

t1女の人をばかにしているよ いるa

うだ。それに私は消極性もあ

る。

16 私は友だちか ら あまり好かれていない。私は| 早口だといわれます。 l えっちといわれています.

いつもみんなと遊ばないで図

書館にいるから。

17 間 一 にI(回答なし) 強〈……ゎ |帽をお…Lたし

がままがなおるかもしれない

のに。

18 私がとくいなこと |音楽の音符を書くとと。大好|体そうです。 野球。

l;t I きだ。それだけにしっぽいは

くやしい@

19 私が努力している |社会の世界の国与の首都を全 1早口をなおそうと恩っている・|附のテス ト。

のは |郎覚えるとと。全館覚えたら .

父とあてっとしたい.

-1 2ー
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刺 激語 6 A 女 6 B 女 6 C 男

一 一 一 一 ; 一一一一一←一一→一一一一一一

20 自分でできないこ |そうじの手ぬぐいをうしろで| モイ ーやくみたてる仕事が |先生から出きれる問題。

とは | むすぶとと。どうも自分の手 |たいへんやりにくい。

がよく動かないの

21 母より父の方が私 I (回答なし) I よくかわいがってくれる。 Iしんせつにしています。

を

2.2 私の父の仕事が | 教育に関するζとなので父は |農業なのでいやだとときどき |すきです。

先生の名をたくさん知ってい | 思う。

る。谷沢先生も知っている。

23 時々気になるのは 1 燕にひっζした友だちのこと。| テストを寸ると成績向ちた| はらいたです。

家も近かったし ，私ω一番の| かときどき気忙なる。

友だちだったのlt，

24. 家でよくいわれる I r読書ばかりしないで勉強も |おっちょとちょいだといわれ |勉強しなさいといわれる.

ことは l しなさい。 Jどう して勉強し | る。

なきゃならないのかな。

25 私は学校の成績が |だ川、いい。体育と図工が |わるいとベんきょうのやりな |少しわるいです。

Part II 

1 もし私が

なければもっとよくなるのに。 |おしをさせられる。

6 A 女 6 B 女 6 C 男

オーストリ了で生まれていた | スチュワーデスになったら世 |もし野疎の選手になったら還

ら.どんなにいいだろう ι | 界の国与をまわっていろいろ | 手をはげましてやりたい。

小さい時から音楽の勉強がた | なニコーースなどをしらべてい

くさんできる。ウィーンも近 |きたい。

い。

2 学校から帰って私 |すぐおやつを食べる。それか!大きらいなベんきょうをして |カパンをなげすてて友だちの

は | らテレピを見て夕食がすんで | そろばんをならいにいくその | 家にあそびにいきますω

から勉強する。そのあとはす |時私はー日でいちばんいやだ。

ぐ読書をする。

5 私の家の人lま |みんな はやねおそおきだ。 Iときどきかみなりをおとす。 Iすぐおζりっぽくてすぐはた

4. Uのおじいさん，

おばあさん

でも私だけは，おそ hぉモお

きだ。夜おそくまで読書をし

ている。

高田のおじいさんが今年の春| 家じゅうでいちばん大すきな

死んだ。だからおばあさんは iおじいさん，おばあさλ私が

- 1 3ー

やさしくて，ときたまおとる

とれ:ある。 !



刺激語

5 母は私に対して

6 父はf1..に

6 A 女 6 B 女 6 C 男

きのど〈だ@ 毎日あまえている。

れっとしんせつすぎるみた |なんでもしてくれる。ときと |おと りつ酌。

いだ。いつも笑っ.cいるし . 1 きかみなりがおちる。

おとづτもζわ〈ない。

fよく本を読む.J l:低めて !なんでもてつだって〈れる. I 5蓄と同じ。

〈れる.~怯マンガばかりみ

ているので.弘の本を~むの

がめだっのだろう.

マ 私1;1: {兄， 姉，弟II弟をあまりすきでない。いつ| 妹をかわいがってやりたL、。 I兄を信倒していません。

。夫}を ー | もおかあさんが .弟をかわい

8 私がずきなのは

がるから.しゃくにさわる。

でも母はおζらない.

請JレガYをひく ζと.歓をまlI 体育です.

うζ}:，つまり音豪相こ関する

とと金m.

野lfの選手。

11 f，ムカ1きらいなのは |勉強するとと(音楽は間続 |食べ物れにんじん・肉。 水lfがきらb、です。

i!fをしながらレコードをきい

ていたらft.の天国だ.

10 制 な り た い のは |音楽家・帥までも山L・1AチュワーデA.つfになり|掛・

ji;詩までもいい.震史上限じ |たいものは.カYゴ7さん.

めての女の音楽家.

11 私が叱られるのは |哉書ばかりしている町.(と |だらしがないから。 Iすぐに遊びU‘〈かか

れ注意かな?)

12 私がうらやま しい |本昆のど主人。いつも ，すき |弘の家It農家なので.I 2月 ぼくたちのずラスで勉強でき

と思うのは |川崎ん.cいられるのでい |になってもボーナスはでない |る人

13 私は友だちと

14 先生は

いなあ. のでがってもらえぬ.

あまり{中がよくない.いつも lすぐけんかになる.それは自 lけんかばかりしているa

いっL，ttr:金nえする人とも l 分かってだから・

よく口げんかをする.

私のローマ字をJiると，ゅう |テストをだして くれなかった | いつもニコニコしている。た

し申うだねという。まちがい | ちいいのに. まにおとる。

ー-14-



「一一一
刺 激語

15 抵のクラ スでは

16 皆は訟のことを

6 A 女

がないからだ。そういわれる

と，とてもうれしい.

6 B 女 t5 C 男

かつぽつな人が少ない。糾 |たいへんおもしろい・じゅぎ| 勉強のすきな人ばかりいる。

に児童会長を舷滋した鈴も立| ょうゆにはやりととばなどを

ιうほしたいという人がいな | つかって.

かった.

f読書がすきだね・ Jという. rゅうとjげんきti.とか，♀ |品つうだとおもっているかも

みんなも自分のすきなとと 民 |ロだとかあだなをつける. I しれない。
い{らでもあると恩ぅ。

17 私がはずかしいと |学段で・尋んなの前で答えを| じゅぎよう中にか付られてま |マラソンであしがおそい。

思うことは | まちがっていった時節がまっ |ちがった ζとをいってわらわ

かにな4 た.れたとき。

18 創立母を |あまりすいていない・どう も .だいすきです・でもときどき |きらいだ主怠っている・

llH:患を差別しτいるようだ Ibからないζtをいうのでけ

から・ 1~平にあつかっτほし | んかになります.

い。

19 私のしてもら4、た |燕に行づた友だちが.1脆と |ベんきょうべゃを加工人でな |勉強ができるととだとぼくは

いのは | まっていってくれるとと。そ I<τ1人でっかいたいo I思う.

れと大きらいな宿題を人がや

ってくれるとと.

20 弘がみなより劣つ |体のきんにくの動れみんな|話しのしかたねうちだと家|鰍と社会，作文・

ていることは |ら〈ち〈とできるζとが .fl， Iの人にいわれる・

にはなかなかできない。

21 勉強 |附川とくに開 |……勉強 |M〈はすきだけど川

計算がなかったら， どんなに だれかとかわっても らいたい. がない。

いいだろう.

22 どう しても私は |音豪州抗的う日|山 .1'AI!:制軒・ I~~tf t. ll;蜘h
vnl.はs曹がすきなのだる

ぅ。でも.音楽.~曾はつぶ

れがちだ. (学校の碕凶わり)

国制ーとはい 帥@

つkするし ，くらいから。 ので夜はこわい。

- 15-



車IJ 激 壬回五c 6 A 女 6 B 女 6 C 男

24 私がくやしかった テス トで悪い点をとったとき ， 友だちとけんかして。 けんかKまけた。

のは 母に見せにくかったが見せた。

25 時 々私は さびしくなる。友だちがない 友だちとけんかをする。 ないていく n

からだ。どうして忍は友だち

にすかれないのだろう。

総合評価 (簡単位まとめておく)

6 A 女 6 B 女 6 C 男

I パーソナリティ

1 知的側面

2 1青意的側 面

z 指向 的側 面

4 カ 動的 側面

E 決定要因

5 身体的要因

自l能はかなり高<.精神的分| ふつうよりやや高い方であり .1知能は低く ，反応は鈍重な方

化も高い.勉強にかじりつく |精神的分化もやや奇い方であ|であり ，精神的分化は低い。

裂にはまった優等性タイプで | る。見通しはある。全般的に

はない。 Iふつうという感じ。

E

ら

的

な

わ

。
か
案
。
止
田
山

絡

係

学

出

品

も

性

関

的

不

に

な

悶

知

で

う

甥

人

し

心

よ

明

の

る

小

た

不

人

あ

十

L

，

の

で

が

成

重

囲

の

感

形

鈍

周

も

等

を

や

に

る

劣

情

ゃ

れ

く

な

心

〈

す

積

-
h
H
ゆ

ィ

、

。

で

し

る

部
一
患

い

0

・
索

。

て

る

格

回

ね

る

つ

あ

性

る

れ

も

で

な

え

ら

を

型

朗

考

み

情

行

明

り

と

感

実

。

〈

型

な

な

発

つ

動

お

的

活

じ

行

な

極

a

自
ω

学

発

る

む

・等

な

文

が

れ

U

灯
.動
a

ま

に

性

ら

を

選

前

と
受
じ
叫
w
，
q

と

匝
思

惑

'
q
ま

。
的

に

-
く

あ

あ

る

楽

う

強

が

は

あ
立
口
ょ

が

件

為

で

や

る

性

独

行

か

性

い

向

孤

な

豊

受

て

内

り

的

情

感

し

当

な

動

感

的

途

縮

か

活

い. れる。

もっぱら音楽と読書に興味.

窓欲，機えが向けられている。

身体を使うととや，ほかの趣

味 . ~楽Kは準極的。

体育 ，スポーツ関係民事大の

興味関心が向けられ ，将来の

志望もユチュワーデスのよう

な活動的な杖なやかな駿業で

ある。

体育が得意でなく野~は好き

だが技術的にすぐれて いるわ

けではないので ，漫然と遊び

に興味が向いている。将来の

志霊も明確でない。

体育ゃ図工等に串少のコンプ | 担父母It甘やかされて育った | 現在化不安ゃあせりをもち ，

レックスがみられるが .だい |性情のためやや自我窓識が強|将来Kも不安を感じている。

たいにおいτ精神が安定して I <.周囲と衝突し，そのため|兄をはじめ家肱の圧迫 ，学業

いて ，周囲との調布をいちじ| 一種の防衛傾倒をとると とが |不振などが，コ Yプいyクス

るし く害すると止はない。 ある。 を強めている。

容姿 ，健康ともおおむねふつ| 健康休で容姿ふつう。活動力 |健康体で容姿ふつうであるが.

ぅ。ただし運動の機敏性 ，柔!があり .運動の機敏性，柔軟 |ー見鈍く ，組野な印象をうけ

軟性が劣るようである。 性に富む。 る。運動能力は ，だいたいふ

つう程度.
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6 家庭的要因

? 社会的要因

6 A 女 6 B 女 6 C 男

父にやや傾斜し，母に軽いエ | 祖父母に溺愛きれている傾向 I5才年長の高校生の兄に圧迫

クストラ，コンプレッタスを|にあり，母よりも父を愛好す| きれつづ吋，父母にもかな円

もつが，全体的には，調和し| るようである。弟妹にも明る i叱賞され.祖父母もそれほど

たλ悶関係にある。文化度，I く接L， .全体的に明朗親和の | 庇護していないので.強度の

経済水準その他からみて典型| ふんい気をもっ家庭である。 Iコンプレックスをもち，逃避

的なサラザーマン家庭で順当 |経済生活は中で ，物質的な文! 的な無気力状態。経済 その

な生活環境。 I化度も中。 I他t!中。

読書好きのため孤立し，孤独 |能動的.積桜的に交友関係を |強いコンプレッヲスのために

を訴えているが.本来は心の| 結ぶが，自己主張が強いので| 同年輩以上の者主積極的に交

友を求める型であり，非社交 |永続きはしないようである。 Iわらない。遊びの集箇でもリ

的な性絡と思われる。 Iしかし明朗なので孤立はしな| ーダーになると kはない。

い。

なお，ζとlLのせなかったが， 6 A男で顕著なのは.受験勉強的な学習に傾斜しているととである@とれが ，性絡を狭くし ，ものごと

を浅く考える傾向を生んでいるようである。 6B男は ， 母と高校生の姉に図まれるととの~い生活11:軽い7 ラストレーショ Yをお ζ して

いるようであるが，これらの事情は次の家庭環境のととるで.総合的に述べておいた。

0 付 CATの結果について

参考のために .特に 6A女t6 B女についてだけ ，C ATを実施したが.その要点のみを記してお〈。

6 A女 1 ほとんど・どζにも不幸な圧力が存在していない。 iけんかJゃ.iおままどとjの図版の反応をみても ，争間的圧力が強

〈扱われないでいる。 すなわち;和解的，調和的?であるa

2 自我欲求としては事少，承認の欲求や，ほめられたい願望がみられる。

全般に ，Lの子の温和で，柔順な性格が示されτいる。ただ ，との子において満たきれぬ欲求はー穫の「末っ子的願望jを形

成しているととがわずかに認められる。とれは，弟との関係から生じるものであろう。

6 B立 l との子も，ほとんど不幸な圧力の影響がみとめられないeただ，やや，攻撃的な函が2， 3の図版をとおしてみられる。そ

してそれと対応して，恐れとか不安が認められ・防衛的機紛が若干認められる。

Z 自我欲求には.賞讃を受けたい欲求.自己顕示の傾向などが事少認められる。とれは， S CTで，自宅が農家であるととを

嫌う心理~ ， スチュワーデスKなりたいという希望t 通じるものである。 A女Rこ比べて，やや「みえ坊J であるζ k がわかる。

全般に.との子が明朗で活効性IL富み.事少甘えん坊で.わがままな性向であるととが知られる。

(3) 環境的条件

0 環境調査の目的

ここで実施する調査は.対象児の心的環境(家庭のふんい気 .家庭内の人間関係 ，精神的文化度等〉

および言語環境等，子どもの読書や精神形成に強い影響を与えるものを主とした。したがって ，物的環

境は第 2次的な意義をもつにとどまるものである。

ところで，物的環境の面では， 6年生の主対象児4名を例にとると， 2名は農家で， 2名はサラリー

マン家庭であるが，複聴覚器具(テレピ，ラジオ 等〉の設備に差はなく.物的文化度はほぼ等しいと
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認定された。サラリ ー マン家庭のうち ，A女にはオルガンがあ杓， B男の姉はピアノを与えられていた

が，都市内農家であるB女やC男のところには，テープコーダーや，トラックがあって必ずしも見劣り

はない。

むしろ問題とすべきは， rあるjということではなくて， rいかに使っているか」ということであっ

て，こうした簡に家族の 教 養 ゃ ， 文 化 に 対 す る 関 心 の 度 合いが現れると思われる。物質環境の主要なも

のについての簡単な紙上調査と家庭訪問の結果 ，上 記の点を再認識したので ，とこではその記録を省略

する。

かえって，下掲の作文「私のうちJ:こ，家庭環境の心的影響がそれぞれの子どもによく反映している

と 恩 われるので ，これを中心として，他の資料からうかがわれる環境的条件を補足し，総合的な形で子

どもをとりまく環境をえがいてみたい。

※注 原文のまま . . It筆者のつけたもの

私のうち 6 A 女

弘のうちは00官舎。そして家族は ，父.ro.，私 ，弟，父のおばの五人である。弟は ，fH.こっちがいで ，今は四年生だ。

父はわ切に仕事好きな方で，子どもにもあまい。ついこの悶も ，rとんどから県外へ出張したら，一冊つ'つ本を買ってくれるjという

約束をし ，シューベルトの伝記を買ってもらn た。それに，女のするととが得意だn 料理は長も得意で，ぬい物もへたな方ではない。だ

から手先が器用だ。母の代用がっとまる。

弟は大の魁強ぎらいである。学校から帰るとすぐ遊びに出t夕方漏って〈る。夕食後宿磁をL.すぐテレビを見る。予晋はしなくても，

復習ぐらいやってほしいものだ。でも親切な方で，マンガなどを借りるとよくみせてくれる。

そして私は，読書主音楽が大好きだ。四教科の中では国語が得意で.社会の地理が好き。尊敬するのはシューベルト，それにケネディ

ー故大統領。ちょっとおてんばな女だ。

私は f明るい家庭Jという本を買った。との本には，自分のうちを明る〈するには，どうしたらよいかというととが書いてある。私lt

との本を読んで考えた。(私の家庭は幸福だろうか。チームワークはとれているだろうか。)私の家経への要望は.r家政会議を開いて

ほしいとし、うことである。私のうちは，前にf1，の要望で二~三遣問ゃったが，すぐやめてしまった。それを蒋ぴ開いてほしい。それを実

行するととによって，今の家庭が今までよりずっと円まんにな ることはまちがいないはずだ。それからもう一つ。みんなで協力して月に

一回でも f家族新聞」をつくれないだろうか。たったー枚でもかべにはって，みんなでみて楽しんだらどんなにいいことだるう。私のと

の要望が実行された時，私のうちは今までにない幸福に包まれるととだろう。

私のうち 6 B 女

fLのうちは .農業をしています。家族は ，おじいさん，おばあさん.おとうさん.おかあさん，おばちゃん，私 ，弟，妹の八人そのな

かでもたいへんおもしろい，弟，妹のユウモTーがでるので家の中は.明るし楽しい。家族の人の性格は ，おじいさん ，おtうさん.

おかあさんは，あんがいと.じんみりしている方で，おばあさん.おばちゃんは，私が近所の子世こなかされてくると .おばあさん.おば

ちゃんは.自分のととのように，おと司τぶんぶんしています。妹k弟はまんが本がすきで .妹は.木のぼりがじょうず。

とんなfL.おんなじ家にいて，親，兄弟の中なのに， ζんなに性格がちがっているととがわかります。

食事は.みんなですまします。だから，おかあさんやおとうさんたちに聞いてもらおうと ，めいめい一人で話をしているので.たいへ

ん ，にぎやかです。食事が ， 終るとおふろにはいりますが，私 11 . おふろが大きらいで弟 ， 妹はti~、すきです。かならず二人でとくりあ

いつζをしています。だから怠は ，いつも注意をうけると，にくらしくなります。

呑，秋は弱早くから ，コーウン機の音や自動車の音がします。

秋11.たいへんいそがしく，家の中まで ，ガサガサしているようK思えます。

モんな時 ，私のせわをしてくれる，おばあさん，おじいさん。
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f1.の家は.家族が大ぜいなので.にぎやかで .おもしろい家族tir.思えます。

私の家 6 B 男

僕の家は四人 家族でもにぎやかな方だ 父は会社相こつとめている その仕事1100000を売っているととで 会社の所長で そ

れ以上は上がらないので もうすこしいいのKなって 〈れれば よいとi号、っている。

母はべつに会位みたいな所には 行「て なく家で うちの仕事を している 家では買物ねい物などが おもな仕事だ。

ほかにはあねがいる あねは高校二年で ぜ了 /をならっていて 練習を する時はテレビを見ている時も するので うる

さくてとまる 事もある。そのつど 僕が もんくを言うと 母にしかられる時もある。

次は僕だ 僕11.新潟に来る 前はいるいろな物をならっていたけれど とっちへ 来てからは まだなんにもならっては い

ない 友だちもいるし ほかは まあまあみんなと おなじだ。

家の一日のようすは靭は食事をし 僕とあねは学行へ行き 父は会社へ行き 母はるすばんと いうふうになる 昼は一家ばら

ばらで食事をとり 僕t あねは五時乙る家へ帰り 父は早くて 六時おそくて 十時Eる家へ帰る 父はし申っちょうがある

ので そのつどみやげを買って来るので 行った時帰りがたのしみだ.

僕の家はあい かわらず とういう ととがくりかえされている。

私の 家 6 C 男

俣の家11..00にあります。僕の家には .八人家族で .子どもは三人で男ばかりの兄弟です。僕は次男で .お兄さんは.おっかないし

僕の弟は， 泣いてばっかりいる・ですから .僕の家族は .きわがしいです.僕は .いつも .ζたつで勉強し .いつも .遊んでいる.でも

ぼくの机11..すわるのだ。ぼくは，そういう机がきらいなのだ。いすですわるのがすきだ。だけど .僕の家の人は ，春f[.く るからまっ

てろという ，だけどぼくは ，いまがいいというけど .ぜったいだめだという。僕はそれから ，机に勉強しないでいうもとたつにはい司て

勉強している。ぼくのお母さんは ，だbしがない子は .大きらいという。ちょうど僕は，それとおなじだ。だからお母きんは ，いつも僕

ぽかっししかっている。だからぼくは .お母さんはきらいだ。おとうさんは .000につ主めている0000は.ぼくたちの，家のうら

だ。だからおとうきんはちょいちょい00にいかれる・それだから ， おとうさんは . いつつもいっている.僕の家は ， でかいし . ~はい

いし・だけど僕11.，だらしがないようにしている・だから僕は，いつつも .だま司ている.僕たちの内の人11..みんながおっかない。い

ちばんおっかない人11..お兄きんだのいつも ，お兄さんKもんくをいうと，すぐはたく。だからぼくはお兄さんはきらいだ。だけど僕11，

いつつも僕がわるい.わるいといつつも考えとんでいる。

換の家はいい人だと思う a

• 6 A女について

父はある公務員で ，偶然、録者が熟知している勤勉誠直な家庭的な人である。子どもの特質を助長しよ

うという教育的な意識も強<，本人の好む音楽家の伝記ゃ，名作物語等を与えている。こうして子ども

の要求に応じてやることが. r子どもにもあまい。 」 という表現になるのであろうが，これは決して，

盲目的なものでない。 SCTの反応の中では ・ 「父は私のいうととを，あまりよくきいてくれない。そ

して私の考えたことをよく確めてからへんじをする。 Jという父の慎重な態度が表白されている。

この作文 の中で ，母に関する叙述がほとんどないのは.母に対してエレクトラ .コンプレックスをも

っているためかも しれないと想像する。これはこの年令期の子どもにみられる一般的な傾向であってな

にも異常ではない。母のととを比較的意識にのせないのは，母が弟をかわいがるという軽いしっとに根

ざしている。 (SCT一 私は弟をあまり好きでない。いつもお母さんが ，弟をかわいがるからしゃく
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にさわる。でも母はおとらない。 私は母をあまり好いていなし、。どうも弟と私を差別しているよう

だから。公平にあっかつてほしい。等〕ぞれから，母が勉強に干渉するのをいとう心情にも原因がある。

(SCT一「読書ばかりしないで勉強もしなさいけどうして勉強しなきゃならないのかな。 ー

これは在宅時間の多い母の口からいわれる機会が多い。〉母なる人は，家事もよくやり，P.τAにもっ

とめて出席し，発言も正しく言合理的であり良識的であるということである。したがって ，夜 12時どろ

まで読書に熱中することのあるA女に対して，家庭学習上の注意を与えるのは，母親として当然、のとと

であろう。しかし，読書をほめてくれる父(SCT一文は夜、に「よく本を読む。」とほめてくれる。〉

と比較して，母は損な立場に立つわけである。

しかし ，A女が母親に対して抱く感情は固執的，反抗的なものではないことが次の反応でもわかる。

(SCT一一母は私に対して ，ちょっとし.むせっすぎるみたいだ。いつも笑っている し，おとっても こ

わくない。〉そして，母に対して普通の子どもたちと同じようにおやつの増量をせがみ甘えているので

ある。 (SCT一一私の母がもう少し，おやつをくれるといい。おやつは ，たくさんあるほどうれしい

から。〉したがって ，この母子関係は一般的通常的なものであって何も心配することはない。

弟に対しては，母が弟をやや偏愛するので憎いというしっとが少しあるだ付で ，弟自身に対しては.

「復習ぐらいやってほしい………Jという姉らしい心づかいをみせ， r…ーでもわりとしんせつだ。j

として，性質それ自体は好意的にみている。

要するにA女をとり巻く人間関係は良好であり ，r読書好きを容認し ，図書:を与えて奨励する交」と

「学習を督励して偏向を是正しようとする母jとの， 子どもの成長を補い合う両者の愛情に包まれて，

順調な成育をとげていくように思われる。

また，彼女は家庭の一成員として ，その知性と情感をもって ，より良い家庭の建設を志向しているの

で，調和的な人間関係を保持してゆけるものと想像される。したがって， A女の心的環境はかなり満足

すべき状態におかれ，彼女のパーソナ 1)テイが，温和 ・冷静で，情緒的側面に欠損がなく，思索的に読

書に没頭し得る条件にあると判断されるのである。

× 読書環境ゃ，読書経

きわめて読書好きなA女は，小学校低学年時代から童話類を読んでいる。学年が進むにつれて，伝記

・冒険物語・科学物語など ，正常な読書段階を経て ，高学年にはいってから，特に少年少女小説類ゃ，

音楽家の伝記類に傾斜しているようである。学校図書館の利用度は全校児童中， 1 ， 2を争うほどで ，

SCTの反応、にネみられるように，友人と遊ぶ時間さえ惜しんで閲覧している。そのため，交友関係が

乏しく，孤独を訴えているが，読書意欲はますます強く，家庭でも時に深更に及ぶまで本を読んでいる

状況である。したがって，彼女は物語の内容にくわしくなると共に ，いつしか物語の類型や ，作者等に

関する知識を獲得するようになった。こうした読書経教の累積が，読みに際してその見とおしを速<lE

しくさせ，ゆたかな理解を促す原因となっているものと推定される。

追加対象である上位群のA男は，読書歴がはなはだ貧困で，家庭で買い与えるものは，参考書か，ワ

ーク ブックの類が多い。学校図書館の刑用も ，社会科 ・理科の委主考資料・図鑑など ，教科学習に直結し

たものが多い。とうした読書傾向がA男の読みを形式的な，受験技術的なものにしたてあげているよう

で読みに柔軟性が乏しく，読みとりの備が狭く観念的になっている。知能ゃ，教科学習成績にほとんど

差がないのに，両者の読みとりに前述のような差違が生ずることは，読書歴や読書傾向を比較してみる

といっそう明確になるようである。テレビ視聴はA男の方が多く， A女は，普通の子どもよりも見ない。
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なお， A女が読書過多とも思えるほど読みものに没頭しながらも ，読書介裂児のような読書主主常児と

ならないのは，健全で調和的なパーソナリティ lこ負うところがあり，一方読書歴でも，極端な偏向がみ

られないためである。

ともかく，全体的な見地からみて，読書とパーンナリティ .読書経歴と，読みとりの傾向ゃ，読みの

態度は大きな相関をもつものと考えられる。

6A女が中心であるから，他は簡単にその骨子を記して，比較の使に併する程度としたい。

• 6 B女について

農家で呂人の家族である。経済生活は楽でサラリーマンより上位と思われる。物的環境もかなりよい

が，本人は農家であることに軽い劣等感をいだき，サラリーY ン家庭を羨んでいる。

ととの家庭の特徴は，明朗で活動的なととである。子どもたちも，明るくユウモラスなようである。

本人は ，祖父と祖母の愛をあつめ，常に甘えている。幼時には過保護に傾いたことも想像される。父の

方が母よりも廿<，子どものおねだりなども受け入れているが，格別一定した教育方針で教育している

というわけではない。この家庭でも， A女の場合と同じく，母親が叱ったり ，しつけたりする任務にあ

るようである。 B女は，これに対して， SCTでは「母は私に対してなんでもしてくれる。時kかみな

りが搭ちる。 ...・H ・..私は母を大好きです。でもときどきわからないととをいうので，けんかになります。」

などと反応している。弟妹にま守するしっとは見られない。

注目すべきは i母とけんかになる。 Jという点であるが ，ζれは多分に祖父母に庇護されていると

いう本人の意識から出ている。農村には旧来の家族制度が ，かなり強く残存しているので ，祖父母に溺

愛されているB女の家庭的地位はかなりよ<，いわゆる「としよりつ子Jにありがちな ，わがま hな性

情をもちやすい。そこで母の小言に対して「時々わからないことをいうので，けんかになる。 Jと述べ

るようになる。との子が，女の子ながら自己主張が強くて，けんか早いのは，祖父母との人間関係が因

をなしている。しかし明朗な家庭のふんい気の中で善良に積極的に育ち，弟妹に対する愛情などをみて

も，情緒的なゆがみはない。ただ，落ち着いた教養豊かな生活精神が ，この家庭に乏しいことが残念に

思われる。

x読書環境 .読書置など

B女は，体育やスポーツの好きな活動的な子であり，読書に格別の興味ゃ関心はない。図書舘の刑用

も普通で，家庭では雑誌類を読む程度である。父親からクリスマス.プレゼントとして ，テー プコ グ

ーを買ってもらったが，学習用に使うというよりも，家族全部の娯楽に使っているようである。読書よ

りもテレビを見る機会が多く ，現代っ子の一般的傾向と共通している。

• 6 B男について

サラリーマン家庭。東北地方の都会から転任してき た。父はある機器販売会社の出張所長で ，商用の

ため公務員等に比べて在宅時閣が少ない。 3間ほどの借家に ，母や姉といる時聞が多く比較的静かな家

庭のようである。 B男の消極的な従順な性格は，とうした家庭環境から形成された面もあろう。その上

転校して，新しい地域環境になじみ切っていない点も彼をよけいに控え自にさせているのだろう。

B男のいささかの不満は，父が所長以上でないという地位的経済的なものと，上が兄でなく姉である

という 2点である。前の不満ーは，父ヵ:業務のために，子どもとじ叩うぶんな精神的交統を図れないとこ
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ろに根ざすようで ，SCTでは「父は，私のいうことをあまりまじめにさき入れないと思う。 Jと反応

している点からも察知される。

この家庭でも ，しつけ役は母親で ，それに対する抵抗を ，r私の母が ，もう少し ，おとることばを少

なくしたら，もっとよくなると思う。 …・・…母より，父の方が私をよくほめる。 ・・…母は私に対して，

おこる時がずば向けて多い。jなどのことばで表現している。しかし，本質的には，すなおな子であり

「母は，ぼくが死ぬまで生きてほしい。 jなどと頗宝ずるのである。

要するに，この家庭では ，父の尚一周の多忙と，留守家庭での母 ・姉(おとなの女性〉主休の生活がB

男に与える影響を考躍すべきであろう。

×読脅器境 .読書歴など

結論的にいうと ，普通の状態である。母 ，姉の関係から婦人雑誌や女性向きの書物が家庭に多いが，

特別それを読むわけではないc 雑誌や本もまれに買ってもらうが，父が商業入であるためか，おみやげ

は晴好品が多いようである。テレビは，姉のピ7 ノ練習の関係で存分に見れない不満がある。

• 6 C男について

B女と同じ く農家で B人家族。 B女の家の隣接地帯にあり ，経済的 ・物質的環境はほぼ等しいにかか

わらず ，s女の家庭とはかなり対照的なちがいがある。もっともとれは，第三者からみた外面的な差異

というよりは，それぞれの児童の心的環境の差異なのである。 B女のそれは，明朗 ，開放的な色彩に富

み，毅和のふんい気があるのに対して ，C男のそれは暗うつ ，閉鎖的な色彩に包まれ ，かっ藤的ふんい

気が漂っているのである。

根本はC男の劣等感であるが ，この劣等感が形成された基底には ，学業不振ゃ ，粗放な性格という原

因のほかに ，家族関係にお付る抑圧が働いている。まず ，暴刀的威圧を加える高校3作の兄を彼は憎悪

して SCTには， r私は兄をしんようしていません。 Jと，反応している。母に対しても常に反発を感

じ，r私の母がもう少しやさしくなればいいえE。……母は私におとりつiまい。…・ ・私は母をきらいだ。 J

と表白している。この家庭にも農村にありがちな封建遺制の支配するふんい気がある。その上，祖母が

母より学歴が高〈教事をもあるために ，母の立場は苦しく， C男の学業不振その他の欠陥が母の責任とな

ってかぶさって くる傾向がある。母がC男に特にきびしいのは一種の補償行為と解されぬとともない。

こう した家庭内の劣位に屈従せざるを得ない彼に対して ，立ち机が欲しいという欲求までが ，なかえE

か満たされない。そこで，ますます屈辱感に陥ると共に，自己嫌悪を感じ「いつつも僕がわるい ，わる

いといつつも考えこんでいる。 Jと舎くようになり ，そして ，うっ屈して万事に興味を失い消極的にな

ってゆくのであるa 祖父母本， 8女の場合のような安全な庇護者ではなく，父親は外勤していて比較的

無関心である。

そこで， こうした人間関係の重圧が ，学業不振のC男をますます無気力にしてゆくように思われるo

x読書環境 .読書;歴など

B女の場合よりも低<，マンガ ・絵本 ・呂で見る本の類に関心がある程度である。祖母は!日制女学校

卒の学歴を有しているが，他の成人は義務教育を終了した程度であるから，読容環境としては，低い部

類に属する。
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(4) 直接的な調査

A 違想、に関する調査

-連想的調賓の目的

与えられた刺激語からどんな連想をするかをみるととは，語に対するイメー ジや理解の状況を知るこ

とになる。この調査の発想は， SCT(文章完成法テス ト〉の経成から得たものであって，まだ思いつ

きの段階を出ていない。

I類は， 諸に対する反応であるが，同一刺激語からさまざまの異なる反応が生じる。それは、個人の

言語知識，言語経験の深浅広狭に応じ，性格やその時の心理的機制によっても異なるのである。 I類は

天体(星)動物(牛〉人間〔ひげのあるおじさん〉建築物f白い教会〉などをと りあげたものであって，

どのような傾向のイ〆ージを描くかを見るものである。

.u類は，文に対する反応、であって，一つはことわざ〔きるも木から落ちる)，一つは語法的意識に関

するもの(ありのなかまにも，きまりがある〉である。 ことでは，イメージというよ りも，抽象化ゃ一

般化の能力や，語法的感覚による意味理解の力を多少なりとも見ょうと考えたのである。

E類は，子どもの空想性の程度(つばさがあったなら〉や，意思の状態ぐ考えてみたいことは〕を探

ろうとしたのでホって，ことばそのものから浮かぶイメージを見るというよりは ，個人のパー ソナリ テ

ィを探る一つの手がかりとして用意したものである。

しかし，いずれにせよ，これらは一つの試みにすぎないが，こうした調査を構造酌に整え，標準化し

てみると将来興味あるテストが作成されるように思う。

I 類 (誇への反応一一 具象性など)

星 (天 体 ) 牛 ( 動 物 ) ひげのおじさん(人筒) 白い教会(建築・宗教)
トーー一一一一

2 A男 ひかるしきれいに光る まるまるふとって阜〈走れば ふさふさした毛 所きがつもったような教会
よい

2 Bk ひかるとと おちちを だす せんちょうさん かみさま

2 B男 きらきら光る おいしいぎ申うに叩うがでる ひげが長い 雪が教会のやねにつもった

2 C男 ほしはたかいととでひか司て うしは くる左しろがまざ司 ひげにあたるともやもやっと きょうかいにはいるとうたを

る てきれいだ した うたう

3 A女 くらい 大きいですね やさしそうですね 明るい所

3 B男 きれいte.な ζわいな なんだかこわい なんだかぞうとする

3 B女 すてきだな おそろしく大きい テレビのもの知りはかせ おいのりをする

3 C男 きれいだなあ とわいなあ そうりだいじん じゅうじか

4 A男 ゆかりのような形 ミルクのでる牛をかつてみた ひげをきったら どんなかお さぞかしり 4 ばだろうな

い になるだろう

4 B男 うつくしい きたないが やくにたつ動物 すとしきもちがわるい それ すとしきみがわるくしずかだ

にとわそうだ

4 B女 ぴかぴかしてとてもきれいだ ひ〈い声でよくだせるなあ なにかをたべるときたいへん お円かない

te. 
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星 (天体) 牛 (動物) ひげのおじさん(人悶) 白い教会(建築・ 宗教)

4 C女 ダイヤのようにひかる星 牛のすんでいるぽ〈じようは さんたくろうすl!:i(.ている とてもきびしそうなかんじ
広くてL、いた

5 A女 天国うちゅう 光る 大きくてよく働く動物 白くて長いひげ，おちついて 美しいねいろでかねがなる

る

5 B男 夜の空で明かるくかがやく ぼくじようで見たい むかしの人のようだ しずかなととる

5B!I: 宝石みたいにかがやく つのがζわそうだ ま法っかいみたい キリストの十じかがある

5 C男 ぴかぴかと光っている 草を食べてよだれを出す ひげはいたそうだ .<ろい クリスマスのうた

6 A女 きれいだ 神話などによくで いなかのうちにもいたが ，耕 「すばらしいうそつきjの時 教会にはふつうオルガYがあ

てくる 連識を買うために売ってしま ltでてきた ひげのあるおじ る.教会のオJレガγは有名な

った きのどくだった いさんはいじわるの役だった 音楽家もひいた

6 B女 死んだ人のたましいが 農に 人間とおなじ いき もの きのように白いひげ 水戸こ 外国のお寺死んだ人のいる

なっている うもんのように ととる

6 B男 とって あかりみたいな物に もちしぼりをしてみたい ひげをパリカyでかったら そζの鎖をならしてみたい

してみたい おもしろいと患い

6 C男 ピカピカ光ってきんかくぼう 忘とっていて ぼく も ひげが もじゃもじゃして 白色みたいで 大きい教会
しみたい (意味不明) ζわいおじさん

※考察 星に対するイメーゾは.低学年では即物的kいうか，.!ilそのものの状態をとらえるだけであるが， 4 • 5年になるとi&の具象

的なものにたとえたりするロそして6年では連懇の範囲がひろが「てくるのがわかる。下位tfは商学年でも即物約傾向がみら

れる.キ，人物，建築などでもとうした傾向がみられ，一般化した広い忽訟をもってくるように思われる。

江額 (文への反応ーーととわざ ・語法感覚) 市類 (空想，意思)

きるも木iJ.ら 1Eちる ありのなかまにもきまりがある もしも"Jtfき由1あ勺たなら 考えてみた同t;.~は

2 A男 そうとうだめなさる どんなきまりかな 空を主んで いいきもち しっかりベんきょうする
でいいながめ とと

2 B女 つるつると おちる りとう とベる ベんきょうのとと

2 B男 おもるといたい きまりをやぶるとしかられる 空をとベる 考えるとよくわかる

2 C男 きるはきからおちてもすぐつぎの ありがなかまにきたってありのえ ひとうきがついらく した ベんきょうをするとき
きえとぶ らい人にきいてくる らもっとついらくがない 100点をとられるように

ようにはねをつげる 考える
.， 'JwJ • 

3 A女 細い木 ありがしゃべ司ているようですね !}!にまいあがっているよ 学&での〈らし
うですね

/'/ 

3 B男 ほかみたいだ ほん とにあるのかな tlt界ーしゅうする tt.い

3 B女 どすんとおちる だれがきめるんだろう いるんなととろをみる いいものを買ってもらい
たい

3 C男 おちるも木 きんたま でんわ みるとと

4 A男 そんなとこにぼくたちがのぼ『た どんなきまりだろう 寧たトみな 世界ーしゅう Lていγ|おお金もちになってすき|
らいっぺんにおちてしまうな いなきまりかな ろな簡をけん~つしたL なものを買ってみたい
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5 A女|うまいきるでもしくじるととがあ|ありたちもきまりをまも「て〈らIU!:界じゅうをみてまわっ|うちゅうのふしぎなど，

る |している |たらどあなにいいだろう|いろいろしりたい

な

5 B男|きるもおちるととがあるから気を|ありにも軍たいみたいなきまりが!とりのように空がとびま|べんきょうがうまくでき
っけないといけない |ある |われてほうけんができる |るζと

5 B女|きるでさえおもるのだから，わた|きまりは動物にもあるというとと|空から梅 .山.JiIなどが|王女さまのようないいく

したちはもっ主あぶない I Iみられる |らし

5 C男|きるたちがふざけていておちた |きまりをやぶるとおとられる |どとへでもとんでいきた!なんでもすきなととがし
い |てみたい
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私Kつばさがあったらい

ろいろな世界を見て い

ろいろしり，とりや と

べない動物となかよくし

ていきたい

あの広い空港自然の

山いろいろふしぎな
ととがいっぱいある

6 B男|ちゃんとしたけいけん者でも ま|ありにも働きあり 女王ありなど|わたり烏のようにとんで|自動車を貿「て自分で運

ちがう ζとがある |がいる |ほかの国へ行っτみたい|転を してみたい

6 C努i五ひきのきるがいて 木から木え|わるいζとばかりしてばかり して|いつも侭がらかで いい|勉強ができて いつも手

うつ司ておちてば『かりいる |るようす |人にな りたいかんじ |をあげる子になηたい

厳提言察

・ιとわざの反応をみてゆくと，低主主年から高嘩年にむかつて 、しだいに怠味把極が高次にな「てゆくととが見られる。 2年生では.

「きるも木から落ちる.Jと.~、う文から ， 上位の子どもでも「そうとうだめなさる。 J と，反応し ， 文の事実的な解釈のようなも

のをうち出している。 3年.~年でも 「ほかみたいだ. Jとか.r木のぼりのへたなさる.Jとか 「としをとったきる。 jとかいう.

事実にのみ注目する批判的反応が多くて，比命的な意味にはなかなか近づかない。ととろが.5年ぐらいになると ，やや比喰的意味

占に近接してきて τきるの行動を人聞の行動に結びつけて考えるようになる.6年になると，ととわざの真の意味を把握するようにな

って〈る。いわゆる， ζとばの裏の窓味も経験やその他で 心理的補足ができるようになる。 Eれは，具象的思考から，抽象的思考へ

の発速のーつである と考えてよい。

・語法的感覚をみるものとしての「ありのなかまにも ，きまりがある。 Jの方は，助詞「も1をどのように受けとめるかが鍵になるわ

けであるが，とれも他の動物や，人間と比較類推する段階になるには.高学年程度の知的成熟が伴わないとだめなようである。

上の2項目は，他の項目I!:.ltべて，も「とも発達設倍約な差違が明自に現われているように思う。

・空懇的な「もしも，っぽさがあったならjは，懇像の方向が限定されているので，低とんど興味ある個人差はみられない。とれは!Iitl

激語が単純であった。しかし，学年が高まるにつれ，上位訴になるにつれて，その恕像は豊かで，きめが細かいといえよう。

・意思的なものをみる「考えてみたし、ζとはjについては，個人どとにかなりの差がある。やや，目だつのは.学習や学習成績を気に
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する子どもの幸いことである。次には，物質的欲望や，あとがれである。

※ 6年生の類例

・6A女の反応には，彼1;:の議書経験が生きている・ (星一一神話などによくでてくる) (ひげのあるおじきん一一 「すばらしい

うそつきJの時に出てきた…… など)それから，彼女の音楽を熱愛する態度がよく出ている。(苦楽の都ウィ -'/へ行って・・・・

教会のオルガYは省名な音楽家もひいた…・・・ )。抽象化の能力ゃ，類推の力もいいn

・6B女もなかなかよい反応を示している。 Eとわざや ，語法的感覚などに慢する反応I1A女よりもよいくらいで，なかなかよい理解

力をもっているようである。

・6C男の思考は，全般に具象的で幼稚な点がある。 r5ひきのきるがいτ 木から木へうつっておちてば・っかりいるjとい『た反応

しかなL、.また，劣等感，強迫規念にさいなまれ「とわいおじさんJr勉強ができていつも手をあげる子になりたい.Jの反応があ

旬。。

_:6 短交の調査

素材 改訂文章読解力検査小学校 4. 5 . 6年用 新潟県立教育研究p苅乍成

主義者が作成したこのテス トは，文章読解力の一般的な力をみるために対象児に実施したのであるが，

そのうち数婚をぬいて，少し細かく調べた。

調査の自的

ω文の趣旨 ，情緒を的確につかんでいるか。

②文の指示することがらをつかんでいるか。

@主意文，重要句 ，重要語などをつかんでいるか。

④ 表現技法，修苦手的な面を認識しているか。

これらのことを ，やや長い女茸について知る為に，予備的に探ろうとしたものである。

短文の認査例

l とった魚をいっぱいつんで ，船がはいってく ると， サイ レンがなりわたり，いままでひっそり していた家身から ，いちどに，おとな

も，子どももとびだしτくる。きしから船へ .11しいたがわたされて，魚をはとび出すよういがされる・

設 間 A 女 6 B 女 C 男

L どんな時のととを害いた|魚をつんだ船がついた時のとと !海へ魚をとりにいったりょう |春・魚をいっぽいと「た。

文ですか. I Iしが，さかなをつんで帰って

くると老人や子どもたちがと

びだしてい〈ょうす

Z 全体として，どんな気分iみんなが，わいわいきわいでいる|用紙破舗のため不鮮明

が感じられますか。 Iようなにぎやかな気分

とった魚いっぽいつんで魚をは

とび出きれるよういがしかれる

3. その気分11.文の中のど |サイレンがなりわたり .いままで |船がはいってくると，サイレ|はしいたがわたされて，魚をは

んなととばから感じられ|ひっそりしていた家家から， いち |γがなりわたり ，いままでひ |ζぴ出すよういがされる。

ますか。そのととほの右!どに ，おとなも ，子どももとびだ |っそりしていた家家から。

わきにーーをひきなさい」 してくる。

- 26ー



2. 八月三日の夜になりました。アンデルセγは念に熱が出て，その院は，とんとんと眠りつづけていました。モれでも，ときどき目を

ひらくと ，すぐそばにメルヒオール夫人の ，母認のようにやさしい，愛情ーに満ちた顔がほおえんでいました。明け方近〈もう一度目を

きましました。その時，夫人は白いばらの花を手にもっていました。ア ンデルセンtLしずかに夫人の幸福を祈りました。

設 潤 6 A 女 E B 女 日 C 男

i との文を読んで感じたこ メルヒオール夫人はやさしい人だ 病気でくるしくても，え顔を 7'/デルセンの愛情に満ちた顔

主を書いて〈だきい。 な， 7'/デルセンもそんな心の人 わすれなかったとと。

ではないだろうか，童話にもやさ

しい心があふれている。

2. あなたは， ζの文のどこ メルヒオール夫人の，母観のよう 母鶏のようにやさしい，愛情 母線のようにやさしい・愛情IC.

からそう感じたのですか にやさ しい，愛情に満ちた顔がほ に満ちた顔がほおえんでいま iI'iちた顔

そとの右わきに ーーをひ おえんでいました。アンデルセン した。

なさいの は， しずかに夫人の幸福を祈りま

した。

3 から風が幾日も吹きぬいたあげくに，雲が青空をかきみだしはじめた。みぞれと自の光が追いつ追われつして ，やがてどとからとも

なく雪がふるようになった。

設 間 A 女 B 女 6 C 男

l いつどるのととを書いた 冬のはじめ di. 冬の始め

文ですか。

2 どんなととろのようすだ 太平洋側の小さい町(から風が幾 海ベ 寒くて雲が背空をかとみ始めた

と思いますか。 日も吹きぬいた。)

3. tの文の中であらわしか 雲が青空をかきみだしはじめた。 追いつ追われっして，やがて 幾日も吹きぬいたあげく に。

たのうまいととろがあ『 みぞれと日の光とが追いつ追われ どζからともなく

たら をひきなさいn つして，やがてどこからともなく

4. まず休を売りました。それから土地を売りました。つぎには ，どうぐを子ばたしました。とうとう家までも売ってしまいました。

それでも彼11，研究をとちゅうで，うち切りませんでした。

設 問 6 A 女 B 女 6 C 男

1. との文のいいたいととは ⑤研究に熱心なζと @研究に熱心なこと ③家を売ってLまったと止

つぎの中のどれか。 一つ

えらんでその番号をOで

かζみなさいn
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0 結果の考察

1 文章の趣旨や，情緒について， A女は適切にこれをとらえているが， B女には混迷がみられ， C男

では，本文の転写にとどまっている。問題 2で， C男は感想として， iメJレヒオ ノレ失人の愛情に満

ちた顔」 と;f，るべきを， iアンデノレセンの愛情に満ちた顔j というように誤っている。読みが混乱し

ている証左とみられる。

2. 文の指示することがらについて， A女は簡潔・的確に把握しているが， B女は焦点化してとらえ

てはいたいし， C男はあいまいである。

3. 主意文，重要語等の抽出については， A女はほぼ完全にそれをなしとげている。 B女には少しふじ

ゅうぶんなととろがあるのは，要約化の能力のやや低いことを示し， C男には文脈にそって焦点つ町け

る力が欠けているために，分裂や混雑がみられる。

4 文章表現の技巧や，修辞的な感覚についてもA女が最もすぐれ， C男は把握できないという状況が

みられる。

このような簡単な調査からも，およその傾向はつかめるのであるが，つぎに，読みの過程に即する変

容の状況 一 読みにおける意味体制化の様態を明らかにするために，自由詩ゃ，物語的文章における調

査をみてゆくととにする。

なお ，子どものなまな反応をみるための随録的調査のごく 一部分を抄出しておくが，この書きとみを

見ても，読み手の感受性の差異や，要約力のちがいが説明を婆しないまでに明白である。したがって，

資料のみを掲げておくにとどめる。

付随録的 調査

① 感受性をみるもの

A 女 大きなしらか li C 男

1 

「おい，アリョーシャ。 j

¥ と， ポロージャがよんで言いました。

ト「おまえは，あの大きなしらかばには登れないだろうなa まだ小さいからなd↑亙れていいね

上をみながら登れるけど れまく，受りたいんだけどな。だけど，許してくれないんだ，おかあさんが。

下を見ながらおりるのは 一一一一 おかあきんは，登るよ目も ，おりるほうがずっとむずかしいって言う

むずかしい。 んだ。 j

TY"，ーシャは，まゆをしかめて答えました。 まゅはひっとめた

自分はあまえたいのだろ 「へーン。あまえっζ。J
~ 

うか ポロージャ11，くつをぬいで，そのしらかばのそばにある，高い切り株の上に

とび上がると ，手足で斡をだきかかえるようにして ，登η始めましたの 木をだきながら登ってい

かわいそうだな-ーー-ーー アリョージャは ，うらやましそうに見ていました。緑にしげったえだが，ま くようす

そういう所に足をかけら るで空にも尉きそうな，いちばん高いととろにだけついています。幹ij_，ほと ふといえよやとぶがつき
れないのかな

んどなめらかで，ととろどとるに，とぶや古いえだの折れたあとがあるだけで 出ている

私も>，lりたいな す。モのまっ自ですらりとした幹が，地面からずっと上の方で2つに分かれて

おり，両方とも， 空に向かって，まっすぐにのびています。
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ポロージャは.もう ，その分かれめのと ζろまで登って，足をぶらぶらさせ
ーーー一一一一一一一、、
ながら ，としをかけていました。

「ぼくのと己ろまで登つて来いロあま主つζ。えだ訓脳制がtJ;t.

う。こわいんだな。 j

|ポロージャは，からかうのをやめませんa 了りョーシャは，とらえきれなくな

l りました。

!「ちがうよ.ぼくは，学校の畳はんぼうの半分まで登れるんだよ Q J 1大声でどな司ているよう

そんなひにくをいわなく 「なんで，た司た半分までしか登れないんだい。おかあさんのお許しがないの|す

でみたい

てもいいのに -
E
J
 

• 
、L 

3
 

ム川
M

とわいのかしら

! 了リョーシャは，ふくれつつらをして，モとからはなれて行きましたn ポロ

lージャは，なおしばらく・しらかばの本にこしかけていました。が ，もう ，か

!らかう相手iまいません。といって，すべすべした幹を ，もっと上の方にまで受
デーーーーーーーーーー
って行く決心もつきません。ボローグャは，地面におりτ，うちへ帰っτ行き

ました。(以下略)

@ 段落の要約カをみるもの

6 A 女 民 t
z
 

の 晴
天 6 B 女

日本にはむかしからさま| むかしからの古い町をおとずれますと，識人の仕事の名を主った町名の幸い |古い町にいく と験人の仕

ざまな手仕事が栄えてい |のに気づく ζとでしょう 。たとえば，大工町，竹屋町 ，紺屋町，縞屋町 ，鍛冶|事の名をとったζとにつ

た 町など ，たくさんあります。このととからも，日本には.むかしから，さまざ|いて

まな手仕事が栄えていたζとが推しはかれます。

工芸品と美術品のちがい| 入閣は， 日hのくらしのために ，さまざまな品物を ，手仕事で作ってきてい |人間は， 日有くらしの

は，工芸品は用いる物で|打。 着物やら，食器やら，家具やら，数えたらきりがないほどでありましょ|ために工芸品をつくって

美術品はながめる物だと |ぅ。 ζういう品々を「工芸品Jとよびます。美術品とちがうと ζろは，使う ζ し、ることと .工芸品と美

いう ζ主である。 Iとを目的として使られることであります。美術品はながめるもの，工芸品は用|術品のちがうと ζろ

いるもの ，といってきしっかえないでありまし工う。

工芸品の中のねだんの安 | とζろが，工芸品，どうしても，上等の品とふつうの品とに分かれるかたむき U等品と工芸品について

い，民衆医局いられるふ |があります。 上等品のほうは，技とうをζらし ，そうしょくを事くしますから |と，ねだんのやすい民衆

つうの品々 を民芸品とよ |高価ILなり，また，そうたくさんはできません，なみの品は ，ず司と単純であ 111:)骨いられるふつうの品

んでいる。 Iり，また，数事〈作られますから，ねだんも安くなります。 Eのねだんの安い Ihを「民芸品Jとよんで

民*に用いられるふつうの品々を， r民芸品jとよんでいます。民衆的な工芸し、る ととについて

品の意味であります。

工芸も美に属する物であ lもともと ，工芸というものも，大きく見れば，美の世界に属するものであり l美しいものは，上等品だ

るがいっぱんには美しい|ます。ととろが，今日まで美しいものとして尊ばれたのは ，上等品の托うばか |けでなく，民芸品にも美

といわれなかった。J.，fj，1りでありました。技とうをとらして作りますし，また，有名な工人の手になる lしいものもあるととと ，

J."実用的で沢山できる |ζとも少なくありませんし， それに品数も少ないと ζろから ，たいへん貴重な |名もない取人の手から美

という Eとが美しさを低|ものと考えられました。もとより ，そういうものに ，りっぱな品がいろいろあ |しい品はできないと決め

パ したり，れない駁刈るのは事実でありますが.それかといって，実用的だというととや，たくさん |てかかるものほしb、見

の手から美 J.，~、物ができ|できるυ、うと となどが，美しきを低いものにするほえるなら， これは，ま|方とItいえないこ と

たいと決めてかかるのも|ちがいだといわなければなりますまいぺ官t，名もない職人の手からは，美し

』正しいとは恩われないパ い品はできなb、と決めてかかるのも，疋しい見かたとはいわれません。事実 ，

I 1民芸品の中間，真に美しいものが かずかず見られますの
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いっぱんの民衆でもりつ | いっぱんには，天才でないと，けっして美 しい品は産めないと考えら礼てい|天Jでなく止もりつばな

ばな仕事ができると とを|ますが，実際は，そんなきゅうくつなものではな <.いっぱんの民衆でも，り川士事ができること

民芸品が教えている。 Iっぱな仕事をするととができるのです。民芸品が，そのととを数えています。

(以下略)

G 自由詩の推測読みに関する調査

素材 「自由な海J 丸 山 議 作 東京書籍 「新しい国語 5年 IJ 

この自由詩の本文は下記の表中に分割してのせたので省略するが，小学校高学年の発達段階に適した

教材であり ，想像や思考を促すのにかっこうな材料である。

この調査の方法

① 黒板に詩ーの 1行を書く。@ これをよく黙読させる。③ はじめは口頭で問いかげ，その設問

を行下に板書する。④ とのようにして行を重ねながら，必ず前の部分を読み返し， 連接を意識しな

がら反応させる。

この調査からなにをみようとしたか

(1) 既読部分を基礎としながら，どのように来読部分を予測するか。@ 既説部分が場加するにつ

れて，どのように意味違接をとらえ，文脈的な読みを形成していくか。③ イメージの描さかた，そ

の深浅 ，広狭の状態。 ④ ことばの指示するものや ，ことばに対応するものの把握の程度。

⑤詩に対する感受性 など。

調査の実施人員

小学6年生 6名 小学 5年生 5名 小学 4年生 5名 言十 16名

さまざまな反応がみられたが ，ある程度，上.中 .下位群どとに共通的なものがあるようだ。これを

本格的な調査設計によって笑施すれば発達段階的な点もみれるかもしれないが， 一部をぬくにとどめ

る。

詩 『自由な海』の l行どとの反応

住* 考察 表記は原文のまま

各行と問いlI'lt I -6--~ 女 B 女 C 男

l すな山にねとろんで I日なたほっとをしたいなあ。 I海の音をきいていたa 広い海をながめたいれ

*すなおではある。(なにをしようというの) I 牟ねとろぶという表現に却し I*すなおではある。

| たすなおな反応 | 

2 海のおきをながめよう。 I水は背くすみ ，村なヨットが |大なみがたつて. fザーザーJI船州せきあるだろうな。

(どんなだろう) Iうかんでいる。 Iとすごい音。くらくてきむい海。

キ明るくあたたかい海を恕像 I・調査した季節のJt国の現実 I*tれも現実的な興味

し色彩感も生きている。 I 的な海を想像している。

3 空と水とが一つにとけ合っ |空と水は青い。水平線がなくな |悔は，青くて広<.eおくまで |空の色つ1.;

ている， ったようだ。 ながれているので， 高い空tい| ホ不明

っしょにたっているように見え(どんなだろう)

る。
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各行と闘いかけ A 女 B 女 C 男

ホかすむ容の悔のような側 1 * ~足している。

でl行目と照応している。

4 遭い水平線をながめよう・|水平畿は.空と水とを，くっき |海と空のさかい目 |波がひかっている内

(どんなだろう) Iりと t;本の鎮でわけている.

格想像がますます鮮明であるJ +事実的解釈。想像がたい"1 *部分的

5 ながめあきたら ， 1海で詠どう・日を体いっぱいあ 11:の広い釦海の美しさを誇に |ほかのものをみよう。

(なにをしようというの) Iびながらの I J瞥〈。

事予測としてはif.常。日光を I*暗い渇の忽像は修京された4 ・想像性の舗がせまく ，具体

存分K浴びる怒像は豊かで| ζの素材によって詩を書<I 性も乏しいn

ある。 I 連想が生じたのであろう。

6. あおむけKなって，自をと|普い青い，今見たばか旬の悔を I~と悔の自然の美しさを，たの | 自分の希望を考えてみよう。

じて .

(どうなるだろう)

患い出しながら，日なたほ司ζ|しんでいる。

をl....tう。 I*鈴のd1!れにのって来たの

・持の文脈にすなおに却して

$少し逸脱している。

いる.

1 まぶたの中にひろがる， I青いすτきな落の水.75いすて |自然の美しさが広がる。 Iゆめをかんがえる・

(なにが) きな空の色。 I 牟正しい想傑ではあるが， 観1 ・Eの行からだけ想像しτぃ

事具象的でゆたか。 I 念的 (美しさという語) I て文脈がない。

a もっと大きな海のととを思 い司て見てみたいなあ。とても|あまり海が美しいので，1:の世 |世界}の海で ，むねが滑らかに

いうかべよう. 青くてきれいだろうな。 I界じ申うが海になったらいい !なってくる.

(どんな気持ちになるか) I なD I ・清らか一一I~がらかの誤り

-ゆたかな想像になってはき

たが.やや飛躍があるの

とのζと。とれはいい想像

なのだが"

9 世界の国々 をへだて，

(なにが)

世話の水がへだてているの

* iEii: 

海と~の悶 地球がこつに分かれてしまう気

-あいまい。へだての語義は!分

わか司ているらしい. -気分的Kとらえているが混

迷

。
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IfH.'1!.がつながっている。 I被が

ホやや抽象的な表現が出て来 | ゅ偲分的なとらえかた

たので ，具象に逃げ帰「τ

いる。

1 L広い大洋の ζとを思おう。|早〈大きくなって，大きな悔へ IkJ.fは広いので自分までが .9 I心がうどうどして〈る。

(どんな気持ちKなるだろう)I船ででてみたい。まわり全部が |信がついてくる。

海なんてすてきだろうな。
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一「

各行と問いかけ A 女 B 女 C 男

率やや，具象性の勝った ，あ 本自l言ーは少し棋で | キ心がうろうるのつもりとの

とがれの心もち。 ある。 ととである。

12. その大洋の上を行き来する 船が ，大き f:.大きな紛が ， lliiの波，給と ，空の雲。

(なにが) 本的i *混交 *混乱

13.たくさんの船のことを . 思いうかべよう。 国t国と交通

(どうしようというの〕 象的縫 *混交 *混乱

14 また，それらの鉛のほをい 風が ヨットなどの .1'1を風が吹くと i自分の心

っぽいにふくらませたり.I ふくらんで船がうど〈。

(なにが) $正確 事冗長になり，不正確になっ| 本混迷

ている

15 マストの旗や，けむりをな 海を通るかろやかな風 '海の波ゃ ，風が 飴

びかしている， キすぐれた感覚的表現 *波の恕像は誤り *前文との連接が意識にない

(なんだろう) ためとの行だけで ，それに

対応するものを考えている

16 明石い海風のことを思おう その風κ顔すなでてもらいたい 天気がよ 〈て，設がおだやかな |自分が船にの司た感じ

(どんな気持ちか) な 海を思っている。

e自然的 *かなりすなお 来事実的.経験的

(もうー度読みかえして題名を | 青 い大きな海 広〈勇しい海 広 い 海

つけてどらん)

-あなたの気Kいったところは|白砂山仰とろんで海のおきを 10悔のおきをながめよう。 10しかもちがった国hの考えを

| どとですか。 Iながめよう o I 0遠い水平線をながめよう o 1 つないでいる。

。t世界の留をへだて，しかもち 1 0まぶたの中にひろがるもっと

がった国hの考えを自由につ ! 大きな海のととを思いうかべ

ないでいる。 ! ょう。

|口マiトの旗やけむりをなびか

l している。

-あなたは， ζの詩をどう恩っ|かわいくて ，空想が辛くて，す 乙の誇を読んでいると自分がそ |いい詩だと思った。

たか。 1てきな詩だなあの 1とにいるように思った。ちょっ

とむずかしか「た。
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反応に関する考察

6A女について

①全体を通じて，正しく文脈を形成していることが感じられる。

@想像力が豊かで ，しかも的確な具象性を帯びてみずみずしい。 一一ー海の風景のイメージ .ョy ト

や海の色彩感。海風の感触など。

③ 客観的な読みとりの技能もすぐれている。ことばが指示しているものを正確につかんでいるのは，

「世界の国々をへだて」というのは「何がへだてているのか。 Jという問いに対して. r海の7.Kがへ

だてている。 Jと，明確に答えていることでもしられる。その他「ちがった国々の考・えを自由につな

いでいるものは何か。 J rその大洋の上を行き来するのは何か。 Jという ような聞いに対しても疋確

である。

④誇の表現の中に主体的にはいりとゐで感情移入をしている点がみられる。これは冒頭からみられる

点であり ，作者が齢、山に寝ころび ，沖を眺め，想像するのと一体化して ，そこに豊かな情感を反映さ

せている。たとえば「マストの旗や ，l屡をなびかしている一一ーなんだろう一一一 海を通るかろやか

な風」という箇所や. r明るい海風のことを思おう 一一一どんな気持ちか一一ーその風に顔をなでて

もらいたいjなどの反応でもそうしたことが知られる。

⑤ 詩についての理解力ゃ，感受性がすぐれている。④までのことを総合すればこうしたことになるわ

けであるが. rあなたは， ζの詩をど う思ったか。j という聞いに対して. rかわいくて ，空想が多

くて，すてきな詩だなあ。」という感想をもらしている。

6B女について

。)文脈の形成がやや不確実である。官頭の 1行の予測はふつうであるが .2行自での想像は，自介が

生活経験として直面する冬の海を意識の前景に出してしまっている。 1行自の「砂山に寝ころんでJ

というふんい気に立脚していない。このように既銃部分をじ叩うぶんに省察していないうらみがある。

①想像性はかなりあるが ，表現に即した具象化という点ではA女に比べてじ叩うぶんでない。一般的

観念的な表現がみられるのは読みの浅いととを示している。 r自然の美しきJとか「美しさj という

ことばが使われていて ，詩の触発する具体的なイメージの嫡きかだが ，じ 叩うぶんでないように考え

られる。

①客観的な読みとりに欠陥がある。 r世界の国々をへだてているのは ，海と空の間Jと反応したり ，

「マストの旗ゃ，けむりをなびかしているのは，海の波ゃ風がJと答えたりして不正確である。

① 感情移入もかなりできているし・強い反応もみられる Cあまり海が美しいので ，この世界じ町うが

海になったらいいな 等〉のだが ，全体的にアンバランスで ，不安定に感じられる。

⑤誇についての理解力や感受性は ，よい点もあるが ，ややゆがんでいる点もみえる。題名は「広〈勇

しい海Jとつけたが，これは「大洋は広いので，自分までが，自信がついてくる。」という反応とほ

ぼ共通するところがある。 B女は，との詩から「勇壮 ，活発j といったようなイメージをもったもの

とみえるが ，この詩想はもっとおおらかな ，自由なものである。いわば ，自由でのびやかな精神を象

徴としたものとみていいのである。
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oC男について

G_)文脈の形成はおそく，しかも混迷したり分裂したりする。その原因は，読みとりの主観的部分的な

点にある。 1行読んだら，その意味ゃ情景を要約して，それを基礎としながら説み進むことが欠けて

いて，自分の経験や心情だけで反応している傾向がある。 r海のおきをながめよう。」という詩句に

対して，その情景を想像させると .r鉛が何せきあるだろうな。 jという現実的な興味を示すに過ぢ

ない。また ， 13の詩句「たくさんの船のととをJについて，どうしようというのか推定しなさいと

いうと， iへだてている」という反応を示し.，意味が混迷してくる。

⑨ 想像力は貧弱である。ことに ，ことばによっ てそれに関連する自己の経験等を反応することが多く

ことばの象徴する世界について豊かな想像を広げようとはしない。

③客観的な読みとりが .正確にできない傾向がある。?の詩句「世界の国々をへだてているJのは何

かと問えば ，r地球が二つに分かれてしまう気介」などと答えている。また 14 rそれらの船のほを

いっぱいにふくらませたりJしているのは何かと問えば「自分の心Jと答え，ととばからの正しい推

測ができない。言と事の対応が明確に認識されておらず，ととばの表示するものについての心理的補

足もじゅうぶんでない。

④ 感情移入があまりよくできない。詩の提示する世界にはいり込んで ，共感し同情することはC男に

とって困難で忠り，ことばの刺激から単独な個人的経験や心情がひき出されるだけである。

⑤詩の理解力や感受性は ，以上見てきたよ うに ，きわめて低<，偏向していることが感じられる。詩

句の受けとりかたが ，現実的 .経験的 .蔀ゆ的であるから，正しい鑑賞は困難である。

-考察のまとめ

(!) 続みのすぐれている者は ，文脈の形成がすみやかである。

A女は官頭の 1句から ，即こ正しい予測や想像に支えられているのである。 r砂山にねとろんでJ

と「砂山に立ってJでは ，ェュアンスが異なる。 rねてJでなく「ねころんでJという，複合語をま

じえた用法であることから ，rのびやかさJrあたたかさJなどの気分も看取されるわけである。こ

うして.既読部分の読みを基底としながら，来銃部分へ発展してゆく読みは常に方向において ，いち

じるしい誤りを犯さないのである。 B女は ，2旬で誤った想像をしたが， 3句 「空と水とが一つにと

け合っている。 ……」の部分で ，直ちに修正をしている。これは読む力が水準以上にあるからである。

C男は ，詩の末尾部分にいたっても ，まだ文脈を逸脱した読みをしているが ，これは .主観的な読み

を修正する統一的なカに乏しく ，文章に対して散発的.部分的な反応しかしないためであろう。

別な言いかたをすれば，既言究部分を要約する能力ゃ，既読部分の意味を記銘する能力が低<，これを

基盤として ，文宣言の意味体制化を図る体系づけの力が劣るためであろう。これは ，いわゆる介析.総

合的な読みの力の不足ともいえるであろう。

@ 読みのすぐれている者は ，想像力が豊かであり ，しかもその想像は叙述や表現から逸脱することな

〈文脈的な規制に即している。

A女の想像が豊かであり ，具象的でみずみずしいことは前掲の記録にも明らかである。しかも，そ

その具象的な想像は ，決して個人的 .主観的なものの露呈ではなく，必ず詩句に正しく導かれ ，雪語

表現の内実を正しく想定するという形で行なわれているのである。

B女も ，かなり ，想像性は品ちるが ，-'(0や観念的であり ，時にことばの指示し ，象徴する範囲から脱
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線する場合がある。文章との調和性という点からみて劣ることになる。

C男では0)で述べたように ，'(&意的な想像を，しかも部分的に行なうので文脈が混乱するが，い支

一つの大きな欠怖は ，想像力が貧しく ，想像の相がせまいということである。これでは，深い心情的

な読みとりが困難になるわけである。

⑤)読みのすぐれている者は ，客観的な読みとりが正しく，論理的 .文法的な関係の把握も正確なよう

である。

語と語の対応関係 ，句と句と連接関係、等，いわゆる文章の論理酌構造を正しく とらえながら読み進

めているのは読みのすぐれている者に多いと怠われる。 A女のほか， A男の反応記録をみても ，論理

的な顎みの筋には誤りがない。

一方 ，意味を正しく読みとるには語いの知識がじゅうぶんで ，語義を正確に獲得しておくことがたい

せつであることはいうまでふない。["へだてている。 」という語義がじゅうぶんにわからないために

B女ゃC男は不確かな推測をしているのである。

@読みのすぐれている者は，感情移入がよくでき，主体的な読みが可能である。

A女は，語いの意味もよくわかり ，文脈にそった正しい推測ができるので ，詩句に適応した個性味

豊かな読みの世界を展開している。だから ，この詩の提示する世界にじゅうぶん主体的にはいりこみ .

自己の世界として ，これにひたることができる。彼女の目は行を追いながら ，その心象は ，青い海.

白いヨァ ト，ほおをなぶる海風一一一ひろやかな明るい大洋を描き，その情景と 11ズムに揺られ共感

するととができるのである。

ところが， B女はじゅうぶんに没入することができない抵抗を感ずるのであり ，感想には「自分がそ

とにいるように思った。」と ，記入しながらも ， ["ちょっとむずかしかった。 」と，付け加えずには

いられないのである。 C男は， iいい詩だと思った。 Jなどと， 一般的な言辞を記してはいるが，内

実はなはだあやしし、。もし ，こう感じたとしてもそれは直観的なネのであって， いわゆる漠然とした

初歩的な総合読みであって ，じゅうぶんな感情移入の結果ではあり得ない。

@読みのすぐれた者は，したがって詩についての還解力や，感受性もすぐれ ，それには，パ ソナリ

ティも関与すると考えられる。

④までのことを総合すれば ，結局このこ とが結果としていえるととであるが，いま一つ，重大な点

は，読み手のパーソナリティである。 A女とA男は，知能度ゃ，学業成績はほぼ等しいのであるが ，

A男はA女に比べて ， 詩の味解:iI~表面的で劣るようである。詩句の指示することがらなどは，正確に

答えているが ，想像を問われたところでは ，事笑的な平凡な反応しかなく ， i好きな語句」の抜きが

きでは「なしJとしている。また， i詩に対する感想」では， iなにを答えてよいかわからない。 」

として，無記入に終った。 A男は，ワーク.ブックや ，ドリル学習に熱心で，いわば受験学習的な勉

強を続け ，課外読物はあまり読まない。その上 ，性格的に落ちつきがなく，じっくりとものに読みひ

たるという点が欠けているようである。

こうした子どもは ，特に文学的文章ゃ ，詩に対して深みのある豊かな読みが容易にできないように思

われるのである。

D 女章読解の過程調査

文章を読解するには ，冒iiliを起点として 1文ずつ正しく読みとり，その連接ゃ発展を意識しながら，
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成銃部分をしだいに要約しつつ，その基盤に立ちながら ，文脈を形成して読み進む必要がある。そとで

現実に子どもはどのように意味体制化しながら読み進んでいるか ，その遅速や ，文脈形成の状況等を中

心に採ってゆこ うとしたのが以下の調査である。

・調査の目的 ・調査の構造 等についての詳細は 51頁のmr子がにJの紙上調査の項をじゅうぶん

ど多照煽いたい。 J京文もそこに掲載してある。

ただ他別調査の騎合は，原問題にそえて追跡問題を加えた。この追跡は被調査者の回答の理由ゃ根拠

をさらに細かく本人に問うたものである。そこで多少なりとも反応の原因について究明しようとしたわ

けであり ，読みと りの意識の細かい点がみれると考えたのだある。

文章読解の退程調査例

問題原文は.m.r子がにjの紙上調査の項 51頁 参照

設問 ・印は追跡調査

(1)いま.tの子がにはどζに|作者の家

いるのでしょうか.

A 女 B 女

子がにをみている入の家

-注 ・・・点は，筆者が付した.

C 男

魚屋きん

-子がにはどうしてそζに|・いろいろなζとをよく観察し|・子がにを，かんさつしている|・魚屋さんからもらってきたか

いると恩いましたか。 ているので，自分の家でない| 入のとEろ。

とゆっくりながめられないと

思う。

ら。

t2J いま読んだととるで， あな|ビーズ玉みたいな小きな二つの |子がには，そのはさみを，ぶる IBIiみたいな所に ，ピーズ玉みた

たがいちばんも、に感じた部 |自が ，ぴかっと光っていて，何 I.s:るふるわすようにたえず動か|いな小きな二つの自由:ぴかっと

分を，木文のとおりに，次|かを見つめている ように恩われ |しているのでした. 1光っていて，なにかを見つめて

の亡二iの中時き出しな |ました。 1 1"、るようだ。
さい。

-をとはどうしてあなたの|・ピーズ玉のようなとたと五て|・人間といっしょにいるのに，

心をひいたのですか。そ| いるからよほど小さいかにだ | とわがりもしないでからだを

のわけを書きなさい. I ろう t思う.壬の小さな自が | うどかしているから.

どとを見ているのか気にかか

った。

(3¥ あなたは.ιこにかかれた |①子がにのようすが，ほんと|①子がにのようすが.ほんと|②子がにのようすがなんだか

子がにのようすに，どんな| うにかわいいと患った。 うにかわいいと思った。 かわいそうに思った白

感じを受けましたか。あな

たの感じに近いものの祷号

をOでかとみなきい.

・あなたはどうしてそれを |・ピーズ玉みたいな小きな二つ|・子がにが.いっしょうけゐめ|・子がにのようすが.むずむず

えらびましたか。そのわ| の目がびかっと光っていて.I い自分のからだをうどかして | 足を動かして苦しそうだなと

けを書きなさい.

補助質問

何かを見つめているように思| いるのをみτLかわいかった | 思った。

われましたと書いてあるので4 から・

-むずむずとか..s:るぶる |・自分の生まれた所にかえりた |・ぴかっと光っていて -子がにが足をむづむづとして
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設 問 ・印は追跡調査 A 女

とかいうととばからどんな| くていらいらしているようだ。

感じをうけますか。 Iその時のかにの様子がよくわ

・「かにはかにで，そんなち| かつてよい。

B 女 C 男

いるのは，いつも足をうどか

していないのがむづむづと足

を動かした。

っちゃな子がにでも，から|・かにのはきみって大きくなら |・かににすれば.ふつうなんだ i・生まれっきのからだだから，

だにふにあいなほどの大き | ないのかな。だから，小さい| けど人間がみるとかたわのよ | しかたがない。

なはさみをもっているので | かにのはさみも大きいのかな4 うにおかしい。

す。 j ζとのととろ

をどう思いますかa

(1) ζ Eにはどんなととが書い|ふきが，親がにと子がにの遊ん|子がにが親がにと，毎日どんな l子がにと ，ふき(少女の名)の

τ品。ますか。 Iている光景を偲像したと とn Iふうにあそんでくらしているか |ょう す。

・要約度 I (よく縮約しτいるn ) Iをふきという少女が，想像した

(21子がにをながめていると.I子がにが鶏がにとひきはなされ|子がにが手，足をうどかしてあ|たくきんのもっちゃな子がにた

ふきには，どうしてとんな !て自分のととろにいるので何だ

想像が浮かんできたのでし jかかわいそうにな「てきたa

ょうかB

-恕像性ゃ.想像力 (かなり設かである。)

そんでいるので，この子がにが

認といっしょ広いたらどうしτ

あそんでいるのか想像したから

(内容的にかなり豊か)

ちがたがいによりそってくる。

ながら無心にあそんでいるの

(あいまい)

(3) とのあととの話はどんなふ | ふきは自分にも穏がいないの |子がにが殺がにといっしょに生|子がにはきかな患の家はどうい

うに進んでゆくと患います | で，子がにをきのど くに思い|活していたら ，もっtしあわせ| うふうに働いているか。

か。あなたの思ったことを| 海へ行司て ，そ司と子がにを!かもしれないと思っτ海にかえ

書いてください。 おいてきて昨る。 しにい〈。

-なぜそのように進むと 思|・ふきは親子のかにがいっしょ 1・あんなにぴちびちしていた.I・干がにIt.いつもどζへいっ

いましたか。 にいるととを想像したほどや| 子がたを，悔へにがせばどん| ているか。

さしい少女なので ，かにを気 | なによるとぶかと

の毒に患、うと思う.

(1) ととにはどんなととが害い|ふきが子がにを夜の波の中には|暗い夜の海にいって子がにをに l悔の訴えい司て夜のよう す。

てありますか。

-要約度

なしてやりたいζとを父に告げ|がしてや町たLゆるら

たととn

(よく締約されているけ I (人物関係州ナている。) 1 (子が吋放す点叫れない)

(2) ふきはなぜ暗くな「た海へ |子がにが鶏がにと遊んでいる光 |夜の海べへ行って親がにをせん|子がにをげんきづけてやりたい

子がにをはなしたいと考え i景を患いうかべたら，ととにた!とう陀 ，子がにがいっぱいうれ|から。

たのでしょうか。 門下tlぴきでいる子がにが気の |しそうにあ{んでいるのをみた

意になったので。 Iいから。

・「ふきは，ふとそう 患っ| ・子がに H~がにがい『しょに| ・ 海のいきものは ， うみにかえ l ・ 子がには海がすすだからふき

たので寸。」…なぜふ | いるととろを想像したら .i':.1 した栂うがしあわせだと恩っ | はいっしょにいってやろうと

と思ったのでしょう。 Iの子がにが気の毒になったの| て。 I した。

で。

-父が[海べへ。 J(. .い|・もう陪〈なっているのに， 急|・父はわかがわからなくて， もl・夜だからもう行くな。
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日 ・印 は 酬 査 I G A 女寸つ- BiLJ  C L 
ったのは，どういう気持 If(海べへ行きたいと，ふきが| うくらいからやめた方がいし、

ちなのですか。 I言ったので .おどろいているε! と。

・ふきが， iだから.. . J I・自分は培い時の占がいいので|・陪い梅をみて，親がにと子が|・子がにを元気づけてやりたい

といっているのはー，どん | その時ちょうど暗くなってき IILのあそんでいるのをみたい lから。

な気持ちなのでしょう。 Iたから， I から0

・おとうさんの気持ちは， I・はじめは思いがけないととばl・ふきという少女の気持ちをし l・子がにの気持を考えてくれる

どんなふうに変わってい IILおどろいたが，ふきのやき | って， ζんなやさしいむすめ| のか。じゃあいっていい。

ますか。 しい気持をきっして，つれて | になってくれたのかと患って。

いってやりたいと患った。

(31 とのあと，との話はどんな|父が海へゆく ζとをゆるしてく|親がにをせんとうにふきという 11揮の所えいって，夜の渇えはい

ふうに進んでゆくと思いま|れて .ふきと父がいっしょに海|少kがにがしてやった子がにも !って，子がにといっしょに話 L

Tか。あなたの恩包たζとIrc行き，子がにを夜の波の中へ|うれしそうにあそんでいる。 Iて.いっしょに遊んな上、るよう

を書いて〈だきい。 花がしてやる。 す。

-どう してそう進むと恩っ |・やさ しいふきの殺なので，ぉ|・あんなにぴちぴちしていた子 |・子がKをにがしてやりたいか

たのですか。 父さんhきっとやさしいと忽| がにを，海へにがせば.どん lら。

った。そのやさしい心が ，ふ! なによる ζぶかと。

きのLたいことをとめるはず

はないと思う。

四

(1¥ ととにはどんなととが書い|ふきがかにを悔へはなしてやっ |暗い海へいって .子がにをはな i子がにの性質とふきとおとうさ

てありますか。 Itc時のようす。 Iしてやった。 Iんの考え。

・要約度 |・(よく箱約)

・外へ出てから被うちぎわ |・うつくしい夜の海の様子がよ|・梅は，暗くて，なんだか ，う|・空の下にきてふきと子がには

につくまでの文をどう恩 I<あらわされている。ふきの1すら ，さむい感じ。 Iだまっていてようや〈にがし

いますか。 家から海まで近〈てよかった

-あなたが，心をひかれた| な。

部分はどこですか。その

右わきに ーー をひいて

くだきい。

-いそのにおいが，ぶうん ，と

します。ふきは，はい色のす

なはまを，サク.サク，サク

とふんで波うちぎわにいきま

した。

.~の海ははて h知られず ，

ぼうぼうとつらなっていて海

べには

はい色のすたはまを ，サク ，

サクとふんで波うちぎわにい

きました正

てやった。

-星がきらきらと光っている笠

の下

ふき11..はい色のすなはまを

サタ，サタ ，とふんで波うち

ぎわにいきました。

l2i iほら，悔へかえっていき|ちょっときびしいけれど，子が|きみしいような，とれでよかう |かわいそうな感じがした。

な。」といったとき，ふき |にが親がにとあえるのだからが|たような気持。

は，どんな気持ちだったで|まんしよう。

しょうか。 I

・あなたがそのように奮い I• CJrJの文全体から。 -それっきり ，子がにのすがた|・夜の光畏がありありとうつつ

たのは ，本文のどんなと I (夜の海ベの子がにを想像し がみえませんでした。 て見えました。

ζろから思いついたので | たところ〕

すか。

• rふきつあぶないよ。JI・ふきは，自分のすきなかlLの |・ふきの少女の足のととまで海 |・自分の子をだいじにするおと
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設問 ・印は追跡調査 C 男A 女 B 女

といったおとうさんのと

とばから ，どんなととが

わかりますか。

ふるさとをよ〈見たいと思い

訟のうちょせるすぐモばまで

歩いていった。

131 rかに，褐へはなしてやっ|はなしてやってよかったな。子

たよ。 jといったとき，ふ|がにはきっと観がににあえただ

きはどんな気持ちだったで|ろう。

しょうか。

Oあなたはどうしτそのよ[@ふきが悔の中へ子がにをはな

うに忠ったのか説明して| してやったら，それっきりす

ください。 Iがたが見えなくなったので.

きっとすぐ自分のすんでいた

ととろへもどったのだろう。

14¥ rああ，よかったね。」と

おとうさんは，どんな気持

ちでいっているので しょう

か。

・そういうおとうさんの気持

ちは本文のどとかにあらわ

れていますか。

自分の子治:思いやりがあるので

うれしかったsそして自分の子

の目的がはたされたので，なお

うれしかった。

.見つか町ません。

5) との文章は， tれで終わる|終わる。

のでしょうか。まださきへ

緩くのでしょうか。

@続くと思う人は， とのさ

き.どんなふうに話が進

んでゆくか，あなたの思

ったととを書いて〈だき

品
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をかわいいと思ったから繕へ

相こがしてやったんだから，海
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-暗い梅べKたって父と子はと!・酸は ，夜目Kも白〈見えて ，』

うかたりあいました。 1 ふきのげたをしっとりとぬら

すのでありました。

続く.

。ふきは，子がにを梅I!:.I'Cが

してやったがいつか梅にいっ

たとき ，親がにをせんとうに

子がにがあそんでいるのを見

て，ふきという少女がいつか

にがしたかにを怠もいti.す。

1.1:'ーズ五のような小きいこっ|始めとの文章を読んだとき，私

の自は，いったいどとをみつ |は，自分だったらあの子がにを

めていたのだろう. 1I寄になんかにがさないで ，自分

2.ふきは，心のやさしい少女だ|でかっていたかもしれない。

な。tlIがにと子がにの選んで|その点から考えると ，ふきとい

いるところを銀像するなんてJう少女は，おとなで，りっぽな

父のかん病Rこ出てきたチチロ|人だと思う。

のようだ。 1子がにが ，海にかえれば人間と

終わる。

-子がにの住む所があるし ，ふ

H 子がにをにがしてやった

から。

lさかな昆さんからもらった子

がには.かにはかにで，ちっ

ちゃな， 子がにで h，からだ

Kふにあいなほどの.大きな

はさみをもっている。

2ふきの設のうちよせている夜

の海ベの光景。

3子がにの生&-きをふきは，か
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設問 ・印は追跡調査 6 A 女 6 B 女 6 C 男

3.ふきという名はむかしの日本 いっしょに生活しているより ， わいそうだと思って夜の悔の

の名前だな。 ζんな名前や， 親がにもいれば，生活hしやす 中にいって子がに1'.元気づ

.• .でありますとい い。 けてやりたい。

うととは使いからみて，との ふきという少女は ，そう考えた ιふきのすきな子が?とをだいて .

物語は ，きっと，明治から大 にちがいない。その子がICを. 暗い海の所え行って子がにを

正のζろの話だろう。 かわいいと患ってればとそ .ふ 袴えはなしてやりたくない気

4とのおとうさんもやさしい人 (!'とという少女のとった，たい もちで ，海へはなさなきゃと

だな。ふきのやさしい気持を どが ，ただしいのだと思う。 いう気持ではなしてやった。

さっして海へつれていって〈 おとうさんは，ふきのととほ

れたもの。 かり思ってふきはかわいそう

5. rほら ，海へかえっていきな だと僕は忍った。

。jといった時 ，ふきはとて

れきびしかったろう。でも.

海へかえすことを決心できた

のは ，ゃっぽり，ふ舎のやさ

しい気持ちがかよっていたか

| らだろう。

4心あたたまる物語だった。

0 結果の考察

第一部

(1) 子がにのいる場所の想定について

との場所の想定は明確な根拠をもつものではないが .冒頭における読み手の推測カを知るに足る

ものである。 A女は .的確に「作者の家」と答え .その漂白は妥当と恩われる。よく観察している

ので.自分の家であろうと考えるのは順当であろうo R女は .r:観察している人のととるjといっ

たような不明確なさしかたをしているの C男は. i魚屋さん」 という誤答をしているが .とれは本

文中「さかな屋さんからもらった平がには ・むずむずと ・------Jという点の読みとりが漠然とし

ているためであろう。

(2) 印象的な部分について

A女は. iビーズ玉みたいな小さな二つの目Jにひかれ.そとを選んだのは「その小きな目がど

とを見ているのか気にかかった。」ためであるとしている。 とれは・生物の生命の神秘感にふれる

ものであって ・鋭い感覚と息われるのであるn C男もとの筒月号に注目しているが，その理由が説明

できないでいる。。とれはおそらぐ直敏的なものであろう o .R女は .iはさみをぶるふ・るふるわせて

いる平がにのようす」に注目しているが，それiま生物のいのちのふしぎといったような感じかたか

ら少し速いものであるようで. i人聞をとわがりもしない」ためであるとしている。

(3) 子がにのようすについて
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A女 .B女ともに 「かわいいと思った」の選択肢を選んでいる。おおむね妥当な読みと りである。

ととるが .C男は「かわいそうに思った。」という反応を示している。とれは .前の性格称査や .

環境調査に現われたような ，本人の被虐的な立場や ，コ ンブレy タスの影響によるものと考えられ

る。理由のととろで 1二乙がにがむずむず足を動かして苦しそうだなと思った。 Jと記述している

とζろからもうかがえるのであるる。同じβを動かす状態を陽性な B女は ，1子がにが，いっしょ

うけんめい自分のからだを動かしているのをみてて .かわいかったから」 としている。同じ現象に

対して.R女とC男では .とのように自己の心の投影のしかたが異なるのである。

補助質問として.擬態語(むずむず ・ぶるぶる〕についての感じを問うと 'A女は正しぐ反応を

示しているが .B女 .C男の反応は混迷している。ととろが.かにのはさみがからだにふにあいな

ほと・大きいという記述について成殺を問うと 5名ともそれぞれもっともな反応をしている。とれは

前の擬態語が感錨仇領域lご廃するものであるのに〈らべて .具体的な事実に即するととであるか

らであろう。

第二部

そとで次の部分に読み進んでどのような反応を示してぬ ぐかをみるととにする。

(1) 要約について

第二部は .子がにを眺めながらふきが想像する場面である。 A女はよ ぐ締約し ・B女も内容的に

よ〈とらえている。しかし .C男は .i字ーがにと.ふきのよう寸。 」などという・並立的なとらえ

かたをし.主人公のふきの想像界へ立体的にはいりとんでいないのである。とれでは .正しい感情

移入ができないわけである。

(2) ふきの想像の契機について

A女と B女は ，ほぽ ・ふさの立場や心境に立ち人り ，とれと同化しているふうがみえるが .C男

は ，本女の転写をしているn あるいは .ふきの心情をおぼろげながらつかんでいるのかも しれない

が .的確に向化できないでいるのである。

(3) 物議の予測|について

ことでは .A女は少しかたょった想像をしている。 i自分にも穀がいないので.平がにをきのど

〈に思い・ ・・..ゴというのは，少女敵味的な一種の過剰l想像ともいうべきものであるう。 B女の吉野

みは ，その点すなおで正しく .二部の段落の表現をよく喜子sみとっている。ととろが ・C男は分裂的

な反応であって .I二手がには ，さかな屋の家はどういうふうに働いているのか。 Jという記述は.

その意味も不明確である。

なぜそのように進むと思うのか ，という追跡、質問に対しては .A女は .ふきの想像にみられると

の少女のやさしい心情 ・R女は， 二手がにの幸福を願うふきの心情という面から答えでほぼ等しい。

しかし . C男のは全く混乱しているように}li~ える。

第三部

さらに読み重ねさせて追跡してみる。
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(1) 要約について

A女は ，人物や要点を正確につかまえて完全である。 B女は.玉霊場人物の関係を省略している。

C男は.最も重点的な「子がにをはなしてやりたい。 Jという箇所に全然ふれていない。

(2) 子がにを夜の海へ放そうとする心情について

A女は ，ζ ζでふさの想像に正しく立脚して，親がにと隠れている孤独なネがにへの哀感をうち

出している。 B女も .表現は少しったないが同趣のとらえかたをしている。と ζには出さなかった

が.B男は .r早くはなしてやりたかったから。 JA男は .r暗い海へそっとはなしてやりたいか

ら。」などと単純な反応を示し .情趣的読みとりではA女 'R女に及ばない。 5年生 ・4年生の場

合は .上位群でも .ひだの細かな情感を示していないので .そζに精神的成熟とか，想像の深さと

かいう問題が考えられるのであるの

・「ふきは .ふ とそう思ったのです。」なぜ .ふと患 ったのか.という質問は(2)を違う形式でもう

一度問うたものであるが ，さすがにA女は正確に説明しているの B女は.本文にそい .C男は依

然として混迷している。

・父が 「海べへ。」といった気持ちについては.稗度の差はあるが 5名とも正答とみてよい。

・ふきが「だから.わたし.いきたいわ0 ・・・・・・Jと ，いう気持ちについては .B女の答がもっと

も直接的であるが ・A女の答もそつがない。 C男も単純だがよいとらえかたとみていい。 ζのよ

うにC男も時おりよい反応はするのでみるが .いちばんの欠陥は女脈が形成されていないという

ととである。そのため・常に混同や分裂を生じていると考えられる。

-おとうさんの気持ちの変化についての読みとりも ‘前項とほぼ問様の傾向がみられる。

(3) 物語の予測について

A女がきわめて的確で原女のとおりの予測をしているのはさすがである。 B女は .親がにと子が

にの遊ぶ想像場商だけを印象づけているとみえて .飛躍があり・ C男と伺じような反応を示してい

るn

そして ，その予測の根拠を問うと .A女は父親の性格ゃ心情への推測が正しいので「ふきと父が

いっしょに海へ行き・ ・・・ .. :Jという怨像の成立する ζ とがわかる。 B女 .c男は .子がにへの関

心だけに支えられた推測lであるととが判然とし ，そとに女脈にそって全依的総合的な把握をするも

のと .R女のように ，子がになどを主脈としてかたよるものと .c男のように部分的に読んでゆく

ものとの差が露呈するように忠われる。

第四部

終末昔日で，子がにを港へ放して物語は心暖まる終末を告げるのである。 ζ とには .いままでの読みが

収束されるとも考えられる。

(1) 要約について

A女 'B女ともによい締約と思われる。 c男のは ，もっ ともらしく 記述してあるが要を得ていな

い。 r子がにの性質 .......jにあたるような表現は .原文のどとにもないのである。要約意識も

.要約技能もきわめて低いというべきであろう。
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-文章の表現技法について

A女は ，原文の夜の海の美しい情景林f与をよくとらえている。 B女は・拾写の美がとらえられず

実感的な反応を示すだけであり .C男は ・踊意がとらえ られない。

(2)平がにを放した擦のふきの心情について

A女も B女も正しい文主党的心情に立 っている。 ーまつのきび しさはあるが .とれでよかったとい

うのが主人公の心情であるから .C男の 「かわいそうな感じが した。」というのは .まととに違和

感のある表現である。

心情推測の根拠を問うと.A女は ，ふさの想像場面 ・B女は第四部の印象的な場面(それっきり

子がにのすがたは見えませんでした。)をとらえ共によい杷獲である。 C男も .ふさの想像場面に

着目している点、はよし、。

. rあぶないよ。」と ，いった父親の心理の推測は具体的で容易なのでC男も止しく反応している。

(3) ふきが ，子がにを放したと父に告仔た時の心情'について

A女 'B女ともに正しい。ととろで .前項まで 2・5の聞いに対してわりあいによい反応を示し

ていたC男が .またととで逸脱した答を出している。 rいうか .いわないか迷っていた。」という

のは ，コンプレy クスに悩む彼の本心の反攻とみるのは .あまりにうがち過ぎではあろうが .父子

の相対する場面で彼はいつもとうした心理状況jこおかれるのではなかろうか。

(4) rよかったねjといった父の心情について

C男は ，無答だが.他の 2名は正しい。その反応の根拠となる原文の指摘は ・A女はみつからな

いとしているし .とれもある意味では正しい。正確にはないわけであるが.父がふさと連れだって

夜の海へ行ったととや .ふさの身辺を案じているととや ・その他から感じられるわけである。だか

ら .それらの断片をあげてもよいが.B女のように末文をあげるのも誤りではない。 C男のは.全

くでたらめである。

(5) 文主主の終止感の把鍾について

A女は .とれで柊わるとして .その根拠をハ y ピーエン ドだからとしている。いかにも物語類を

多く続むチの感じそうなととで，物語の形式についての知識がじゅうぶんであるととが感じられる。

B女は .との物語は継続すると判断しているが ，終結場面は殺がにと瀞んでいる子がにを見て .

かつての子がにを思い出すととろである。 ζれは .R女が .前の部分でも殺がにと平がにの遊びの

場面を強〈印象づけていたととと関連する。 B.tcの持みはそ うした意味で少しくかたよっていると

言えそうである。

C男は .終わるとして .その想白は .i平がにをにがしてや った。」からであるとしている。と

れは一応すなおた自然な見かたである といってよい。

(61 感想について

感想は ，物語に対する読み手の総合的反応とみられ .味解の探筏がただちに反映する好資料であ
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る。

A女の感想は秀逸である。子がにの可憐な ，生命の神秘を宿したよ うな小さな巨にひかれ .ふき

の心情のやさしさや ，父の慈愛を感知寸る場合もきめが細かい。特に報管感覚のすぐれているのは .

ζの物広ーを明治から大正のとるとしている点である。その根拠が少女の名の時代的な印象のほかに

i. .ー ....であります。」という女伎の判断によっているのをみると ・A女の続警の広さ ，たしか

さがわかるのである。

B女は .自己の主観的体験的な立場からとの物語を理解している。自分だったら平がにを枚さな

いのに，ふきは海へ放したから ・その態度はえらいというように比較している。とう した感想が一

般にはふつうなものと考えられる。

C男の感想は ，混交している点が多い。本文の転写があるかと思うと.感怒めいたものがあり .

表現力の来熟さを感じさせる。.!・・・ ・・・・・ こ予がにを海へはなしてやりた〈ない気持ちで.海へはな

さなきキという気持ちではなしてやった。 ・・・・・・・・という感想などは .ふさの矛盾した心埋状況を

よく とらえたと感心きせられるのにかかわらず .後半では .ふきの父親について何を言っているの

か了解できない。遅進児には .やはり総合的把揚が困難なのかもしれない。

E 説明文「話すことと普く こと」の調査

説明文調査の目的

ζれまでは，女主言読解の際の予測や .想像ゃ .情趣的静み とりなどについて多 〈のものを見てきた

が ，ととでは .比較的論理.構造のはっきりしている説明的文章の意味把援をみようとするものである。

要するに情趣的読みのカが .ととばの伝達機能を主とする理性的女章を続みとるjJとどのような関係

をもつかをみようとするのである。

調査構造 (第 1部)

1 文 題

2. 梗 概

五 重要部分の摘出

4. 段落灰分

5 要旨

(第 2部)

1. 大意

2. 重要部分

五 段落区分と段主主

4. 文章震構造

5. ~旨

(第五部)

評価的な設問

1 伝達の2法

2. 手すととの長短

五 話すととについて

4 書く ζ との長符

5. 書くととについて

ι 両者の関係

ζの調査の骨二円1・第 2部が第 1部に比べてどの程度読みが進んでいるかを追究したものであり .

その芳容や修正状況によって .読みの篠かさを発察するためのものである。第 五割lは .紙部にわたっ

て続みの確度を評価したものである。おおむね .ζ うした読み重ねによって静みが深化するという仮

説に基づいているの

奮すとと書くζとの原文

わた したちは，考えを人民伝えるとき，ふつう ，ととばを使います.

これには.二つの方法があります.一つは「訴すととJ.C，もうーつは.r書くととjです。どちらも ，考えを伝えるという点で

は司じですが，話すときには音声を用い ，書くときには文字を用いるという点では.大きなちがいがあります。そのために.話すと
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とと書〈 ζととは ，それぞれちがった長所や欠点をもっています。

それでは，まず，話すととから考えてみまし4う・

話すためには音声を用います.ふつう，わたしたもの声がとどくのは，せいぜい百メートルが限度ですから ，遠くにいる人止は，

話すことができませんn

今では，ラジオが発達し ，電話が広く利用されるようになって，相手が自の前にいなくても ，話すととができるようにたりました.

しかし.ιうした機披t"!，いつも，どとででも ，だれでもが使えるというわけにはいきませ心。ですから ，ふつう，話すときには，

相手と銭近しているζとが必要だといえるでしょう。

相手が自の前にいるときには.音声だけでなく，表情や身ぶりも，考えを伝えるのに役だちます。聞くほ号では ，相手の表情ゃ身

ぶりをながめ.わか円にくいζ主ばでも ，その意味を〈みとりますn 相手の口の動きで，ととばの窯味がとれるとともあります。

ところが.電話となると，そういうわけにはいきません。一つの例に，とんなのがあ η主す。

「もしもし，中山きんですか。ζちらはマキですが。 J

「え，どなた緩ですか。 j

fマキですよ。 j

「は?J

「マキだよ。 J

「マキグきんですか。 j

「マヰダじゃない。ただマキだよ.J 

「ああ失礼しました。タダマキさんですね.J 

わらい話のようですが，とんなまちがいは ，よくおとるものです。

tζ ろで.話すばあいに注意しなければならないととは，話すときの気持ちによって ，ととほの調子が，ずいぶんちがって〈る

というと tです.

つぎの例の「まだ行かない。 Jt1 .それぞれ.どんな調子で読んだらいいでしょうか。

l ぼくは，まだ行かないa

1 きみ ，まだ行かない?

3 まだ行かない! 早く行けというのに0

4 ええ !まだ行かない?おどろいたなあ.

I 0 I 文字で書くと ，同じ「まだ行かない.Jですが，話すときの詔子は，それぞれちがっているととがわかるでしょう .

111 つぎに，書〈ととについて考えてみましょう.

I 2 I 書くのには，文字を用います。替かれたものが保存されていて ，文字削高えない限1).書かれたζとばは，いつまでも残ります.

また，文字を使えば，自の前にいない人にも ，じぶんの考えを伝えたり.報告をしたりすることができます。

I 3 1 近ごろは ，レコードやテ プレコーダーによって ，ととばを記録するとともできれば，遠くの人にそれを燭かせることもできるよ

うになりました。しかし，これもまた，いつでも，どζでも ，だれもが利用できるわけではありません。やはり，現在では，ととば

をのものちまで袋したり，遠くへ送ったりするのには，文字がいちばん串〈使われます。

141 とζろが，書〈 ζ左は ，話すととともがって ，相手に身ぶりや表情を見せるととができません。調子によって気もちを表わすわけ

にもいきません。ですから.じJ，:んの考えをjf.しく伝えるためには，わかりやすく，まちがL、なく筈くととが必要です。

1 5 1 とのように ，話すととと警くととは.どちらがすぐれているというわけにはいきません。それだけにおたがいに ，たりない点をお

ぎなっているといえるでしょう。そして .わたしたもは.そのばあいばあいによって，どちらか.っとうのいいほうを選ぶととにな

るのです。
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設 問(細部は省略あ η)

説明文『話すととと ，書くととJ読解調査記録

住 ・考察

A 女 B 男 C 男

第l部

I この文章に文題をつけなさ|話すととと審〈とと

い。

Eとばの伝達

大づかみ- 疋確

考えるととと書く こと

. 混交

2 己の文章に書いてあるζ主|紅たちが考えを伝えるのには.1ことばを人に伝える時の表情.1ととばを人につたえるようにす

のあちましを記しなさい。 1 r話す乙とJr番〈 ζとjの二|身ぶり言い方聞き方など。 1るには.話すζtと，書〈 ζと

品
開

暗
宜

九
は和調

叫
T
小

器
拍

ι九
四

J

、

，

を

造

は

ち

'

所

も

は

E
R

菌
vm

占山

の

の

欠

》

』

品

目H

，

こ

自

で

す

で

と

ヰ

拍

手

4

こ

。

調

る

る

の

れ

あ

時

ら

っ
す
，
‘
ぇ

にいるとつごうが悪いというと

とである。また書くととの妄所

は遠くまでも伝えられるという

ことと，文字が消えない限りい

つまでも残るという ζとで欠点

は，相手に気もちを伝えられな

いということである。両方とも

長所と欠点があるので，どちら

がよいともいえない。私達はそ

の場合場合によって，つどうの

よい方を~ぷζ とになる 。

・ すぐれた箱約

がたいせつ ，話すためには ，人

に利用されるととと， 口の動き

でととばの意味がとれる，筈〈

ζとIt.人伺は人の耳につたえ

るととと ，このごろは，レコー

ドや.音のでるような道具も利

用きれている.

- 内容的な要約をしようとし

ているが ，混交している。

3 いま l回読んで， ζの文章 |どちらがすぐれているというわ |文字を使えば .自の前にいない|ζとばを記録するζともできれ

でたいせつだと思われると|けにはいきません。おたがいに |入院も ，自分の考えを伝えたり|ば ，遠くの人にそれを聞かせる

とるの右わきに，なみ線:-1たりない点をおぎなっていると |報告をしたりするζとができま|とともできるようにな りました

へ九~をひいてください | いえるでしょう。わたしたちは | す。

そのばあいばあいによって，ど

ちらか，つどうのいいほうを選 |・ かたよりがある

~ 

・ 結尾の要約をつかんでいる

4 tの文章は，いくつの段落II(l2)II(34561391 !(12)II(3→ 9 ) 

にわかれると思いますか。 11 0 ) ill (11 12 13 14 ) 1 III ( 10→ 12 ) 

本文の番号を)曲線でくく 1]'{ (15 ) 1 N ( 1 3→ 15 ) 

って .じゅんじょをつけて

くださ い - 適切である • II段以下混乱がみえる
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設問(細部は省略あり) A 女 B 男 C 男

5 との文章は，なにをいって 考えの伝達方は2つあり ，それ 身ぶりやことばを伝える時の注 表情や身ぶりも，考えを伝える

いるのかa かんたんに書き は「話すζ とJr書〈ことjで 意やたいどなどa のと，ととばを記録するととを

なさい，、 ある。 ζの2つはたりない点を いっている

おぎないあっているので ，弘た

ちは，その易合場合によって都

合のいい方を選ぶEとになるa

- よい要約 - 部分的 - 部分的

• 6 A女 文語・梗婆・要旨いずれも正確.結尾の要約部分もよくとらえ，段落も適正ですぐれた読みを示す。

• 6 B男 全体に部分的なかたよりがみられ，ょ〈体制化していないし ，読みとりが犠造化きれていない。ζとにのせな
い 女より劣る。

・6C男 具象的な部分にひかれτいるζとがよくわかる。読みが混乱していて，全文の意味体制化が困難である。

第2部

ζの文章は何について書い l考えの伝達方 !ととぼなどをいう人の注意と聞 |ととばの意味について

たものですか。 1・ 概情的にとらえている I <人の注意 |・ 逸脱

的確な表現でない

たいせつだと思うと ζろの lとのように ，話すζとと書〈 ζ !警かれたものが保存されていて 1;:とばを記録するζともできれ

右わきに……… をつ!とは，どちらがすぐれていると |文字が消えない限り，番かれた|ば，遠くの人にそれを聞かせる

けなさい。 1いうわけにはいきません。それ !ととほは ，いつまでも残ります4とともできるようになりました

だけrz:.おたがいに，たりない |また ，文字を使えば，目の前に

点をおき.なっているといえるで |いない人にも，自分の考えを伝

しょう。そして ，わたしたちは |えたり，報告をしたりするとと

そのばあいばあいによって，ど|ができます。

ちらか ，つごうのいいほうを選

ぶととになるのです. I・ 書きととばのみ 1・ 認分的

・ 結尾要約に注目

との文章をいくつかの陵落 1I (1 2 )考えの伝達方には rII(l2)人に考えを伝える時 1I (1→ 5 )話すとと，書くこ

にわけ，段落ごとに意味を|話すζと」と「書く ζとjの二 |の方法 !との 2つの決点がある。

まとめて書いてください.1つある 1 rr (3→ 9 )話寸時の限度と物 III(6→ 10 )震話の話しにつ

rr ( 3→ 10 )話すととの長所|の機械化や話す時の表情なl. Iいて話すときの注意について

は話す時の調子で相手の気もち1m(10→ 12 )文字の話す時|置 ( 11 12' 13 )遠〈の人に

がわかるζとで， 欠点は遠くに と審〈時のちがいと報告のしか|ったえるとと

いると話しに〈いととである。 Itt IN(1415)話すととと，書

m (11→ 14 )書くととの長 1N (13→ 15 )ととばの機滅|くととがどちらがすぐれている

所は ，遠〈にいる人にも伝えら|化とその械の欠点と害〈時の|か

れるととと，文字が保存されてi注意

いる限り ，いつまでも伝えられ

るというととで欠点は ，相手に |・ 引例と要説を混同している|・ 話しtと:とばと害きととばの

i自州も叫えられないとi I 州
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設 問(細部は省略あり) 6 A 女 6 B 男 6 C 男

とである.

N ( 15 )忍たちは ，いつも自

分の都合のいい方を選ぶととに

なる.

- 正しい段意

4 鏑の段落書号を使って .z: 
① /"①¥ 

の文~の組立てがはっきり ①__-----~~① ①ー③ー①ー② ① (0 

わかるように ，あらわして -.........____〆/ (4)/ 
‘⑦ 

みなさい.

-績造をよくつかんでいる - 混迷 . iIt遺

5 ζの文章で迩べているとと 考えを伝える方法は2つあり ， ことばを骨〈時や人に伝えるζ 人に伝えるζと

はどういう ζとですか. それは「話すととjと「書くと とを， 注意しなさいという事

とjで両方区長所 ，失点がある

弘たちはその時その時に混合の - 不完全 - 漠然としている

L、い方を選ぶととになる.

.A女 議理構造をよくつかみ，段意も正確，図式的把握も良野.

.B~ 把握があいまいで .自分の議みとった点にのみ着目する不均衡さが目だつa

• c男 全〈興味的部分的なようで ，全体犯視が困難なようであ る。

。
レ
ι

V
L
 

，ε
、

書.bι r』す話る

の
え

も

伝

な

に

ん
人

ど

で

，

ば

は

と

て

hFL

'

し

を

と
え

法

部

考

方

舟

S
皆
同

l 話すζと， 1<乙と・ 窓話 ，かくせいき.

がありますか. -長 良 - 具体的奥味

2 話すととの長所と欠点につ

いて書きなさい.

長所 話す時の調子で相手の気もちがiほんとうの芦を伝えられ， 寄<Iでかい声で，いっているのでよ

わかる。 iI時より能率的. Iい

欠点 速くの人と話しにくいa

.良

限度がある。

・ 良

な/JJももみ£うじをいいなおす

. 具体例にひっかかっている

3 話すζとについてつぎのと

とに答えなさい。

ω ふつう・話すときには .I電話，ラジオはいつも誰もが利|ょうすなどはっきりわかる

相手と後近しているとと l周できない。

が必要だといわれるのは

なぜですか。

- 不能
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設 問(細部は省略あり) A 女

t2Jわかりにくいととばでも|表情 ，みぶり ，口の動きがある|表情から

舗〈ほうで窓味を〈みと 1;から

るととができるのはなぜ

ですか.

B 男

(3)窓話の例が也ていますが|表情，みぶり ，口の動きがみえ|利用できない人も~，る・

とのまちがいはどうして|ないから. 1・ 誤り

おきたのですか.

凶話すばあいに注意しなけ|制山、なければならない. I話す時の気もち

ればならないととはなん

ですか.

4 警〈ととの長所と欠点につ

いて書きなさい。

C 男

- 不自E

かけた人がよくみようじをいわ

なかったから。

-例の意味がわからない

はじめに，みょうじをいって ，

それから用をいう。

・ 同上

長所 … …L 郊判叩|どん… 以ω……の町川で吋叩も

欠点

5 書く ζとについτつぎのと

とに答えなさい。

(1) レコードや，テープレコ

-~.と，文字とのにてい

る点や.ちがっている点

を書きなさい。

にている点

ちがっている点

の消えない限り ，いつまでも銭1I伝Eなどで伝えられる. I かいてある.

る.

相手に気ももを伝えられない。|はっきり心にほっているととが|表情や見ぶりも，考えを伝える

のべられない時がある.

速くの人にも伝えられる ，保存!ととばをのとせるa

できる

険械がないととまる だれにでも利用できない.

音がでる .人がふき ζんでする

レコードは ，人が声をださない

121書〈ばあいに注意しなけvわか句やすく ，まちがいな〈嘗!まちがいをなくし，はっきりと|だれが ，いつ ，なにをどうした

ればならないEとはなん|く |気もちをのベる。 1をかかない.

ですか.

6 話すことと .害〈とととは 1:おたがいに ，たりない点をおぎ |気もち，できどとなどを伝える|自分の思っているととを書く 。

どんな関係になっています|なっている。 響いたEとを話す。

か.

• A女 きわめて正確であη，細部にわたって闘うてみても，着実に読みとっているζとがわかる。

• B男 とのような指示的な問いに対しτも，かなり不安定な反応をしているのは .正しく構造化していないためであ

ろう。

• c男 混迷し匂必a特に，下位uは一般的Rこ具象的なものに心をひかれる傾向があるが .ととでもそれがよく現われ

ている .
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0 考察のまとめ

全休を通じてみられた読みの様態から ，若干の推測を試みる。

① よい読みは，常に文章の全体的把握に立っている。

A女の読みは ，決 して部分的偏向を示きなレb 具象的部介や，興床的な箇所にのみ吸引されるととな

く，必ず文章全体の流れにそっている。

〔包〉 文即雨~成の正しい読みは，梗概の読みとりに具現されているようである。

過不足のない程よい緊密さをもっ読みは ，梗概の表現に示される。 A女のような全体的調和的な梗概

が書けるというととは ，一文一文をとていねいに ，その意味迷接を認識しながら読めるというととである

し，読み手の脳裏に正しく文脈形成がなきれてゆ〈というととである。

@ 正しい読みは ，意味体制化しながら ，文章の焦点化を図ってゆくものである。

文脈を形成しつつも，そとにbのずから意味的な軽重をつけ ，文章の焦点化を全うしてゆくのがよい

読みである。分析・総合的な読みが正しくできると ，全文の意味が構造化され，中核的な意味休が把握

されてゆ〈よう になると恩われる。そとには，上回~.体系化などの思考が強く働くであろう。重要部介

の指摘作業の結果をみる とこのととが肯定される。要旨の把握なども ，末尾の理解にかかわっていた。

④ その焦点化の基底には ，正しい文章構造の把握がある。

段落区分や，段意の把握にもA女は卓抜な力を示していた。それは③で述べたような事情1二よるもの

であろう。

⑤ すぐれた読みは ，細部をお、ろそかにしないものである。

第三部の評価の領域でも ，A女は卓抜な力を示している。きわめて細かな部分についても正しい理解

をもっ乙 とが正しい読解には要請される。しかし，細部のみにとらわれ ，細部のすべてを並立的に ，等

価値と して意識するような読みはまだ低次なものであって ，要約力 ・構想力の未熟なものである。よい

読みとは ，常にとれらの細部の一文一文の意味的連接を凶るとともに，これらの従属関係・相属関係等

そ正しく把握して位置づける意味体倍Il{との力をもつものでなければならない。
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目 「子がに Jの紙上調査

1 調査計画

〔趣旨〕

物語的文章を子どもたちはどのように読んでゆくか ，特に読み進む過程で ，その意味体積I.f(tがどのよ

うに行なわれるか ，心情の読み取りがどのようであるか ，ζれらを見てゆきたいと考えて調否問題を構

成した。

〔素材〕

昭和 59年度全国小学校学力調査問題第六学年国語口の本文を用いた。

〔調査の実施方法〕

本文を 4つに区切り ，そのそれぞれに問いを設けて ，I願寺民解き進させた。

本文(IJ ，問題一 配布 ・・・…… 回収(問題紙のみ ，本文は回収ぜず) 9分

本文(rr) ，問題二 配布 ・・・・・・… 回収(1/ 11)  9介

本文 (III)，問題三 配布 ......… 回収 ( 11 グ ) 9;;ト

木文〔 皿)，問題四 配布 … 一・… 回収(H n )  13介

原稿用紙 1枚ずつ 配布 ・一一-… 回収 2日分

〔調査対象児童〕

新潟市立上所小学校 6年 1学級 4 6名 (男 26，女 20)

実際には， 5年 ，4年についても 1学級ずつ岡崎に行なっているが， との報告書では 6年について考

察したととるだけについて述べる。

〔調査時期〕

昭和 40年 1月

2 調査問題

本文 ( 1 ) 

さかな屋さんからもらった子がには ，むずむ

ずと足を動かしています。見ると ，頭みたいな

ととるに，ビーズ玉みたいな小さな二つの Bが，

びかっと ，光っていて， なにかそ見つめている

ように思われました。

そして ，かにはかにで ，そんなちっちゃな子

がにでも ，からだにふにあいなほどの ，大きな.

はさみをもっているのです。子がにはそのはさ

みを ，ぶるぶQ ，ふるわすように ，たえず動か

しているのでした。

問題 一本文(1)を読んで衣の聞いに答えなさい。

(1) いま ，ζの子がには ，どとにいるのでしょうか。

(2) いま談んだととろで，あなたがいちばん心に感

じた部会そ ，本文のとなりに ，次の亡コの中に書

き出しなさい。

(3) あなたは ，とこにかかれた子がにのようすに ，

どんな感じを受けましたか。あなたの感じに近い

ものの番号をOでかとみなさい。

1 子.:6，このようすがほんとうにかわいいと思った。

2 子がこのようすがなんだかかがハそうに思った。

5 子がにのへんなかっとうをどがかしく 感じた。
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本文 ( II ) 

子がにをながめていると ，ふき(少女の名)

のまぶたに ，波のうちよせている夜の海ぺの光

景が ，ありありとうつって見えました。そして

その暗い悔の底に ，親がにといっしょに ，た く

さんのちっち申な子がにたちが，たがいにより

そいながら，無心にあそんでいるありさまを想

像したのであります。

本文 〔皿〕

海の小さな生き物は ，海へ一一ふきは ，ふと，

そう思ったのです。そ ζで ，ふきは， 公とうさ

んに声をかけました。

「辛子とうちゃん ，ζれから ，海ぺへいζ つよ.J

「梅ぺへ。もう ，暗くなってしまったじ宇な

いか ，ふさ。 」

「だから ，わたし ，いきたいわ。ィ交の波の中

へ ，ちっち申なかに ，はなしてやりたいんだ

もの。 」

「ほう ，そんな ζ と，したいのか。 J

4 子がにのようすにふしぎな感じを受けた。

問題二 本文(II)は本文(1)のつづきです。 ζれ

を読んで衣の聞いに答えなさい。

(1) ととにはどんなことが書いてありますか。

(2) 子がにをながめていると ，ふさには ，どうして

とんな想像が浮かんできたのでしょうか。

(3) とのあととの話はどんなふうに進んでゆ くと思

いますか。あなたの思った乙 とを書いてください。

問題三 本文 (ill)は本文(1)(II)のつづきです。

とれを読んで衣の問いに答えなさい。

(1) ζ とにはどんなととカ普いてありますか。

(Z) ふきは ，なぜ暗くなった海へ子がにをはなした

いと考えたのでしょうか。

(3) とのあととの訴はどんなふうに進んでゆくと思

いますか。あなたの思った乙とを書いて ください。

本文 〔四) 1 問題四本文〔皿〕は ，本文(1)(ll) (ill)のつづ

ふきは ，つめたい子がにを手ににき・って ，公| きです。 ζ れを読んで衣の聞いに答えなさい。

とうさんとふたり ，外に出ました。町通りから，1(1) とζ には どんなと とカ曹いてありますか。

暗い小さな路地をぬけていく と， もう ，ザー ， 1 (2) iほら，海へかえっていきな。 Jといったとき ，

ザー， ザー，という波の音がひびいていて ，す | ふきはどんな気持ちだったでしょうか。

〈・ ， はま草のしげっている海ぺに出られ~した。 1 (3) iかに ，海へ ，はなしてやったよ。」といった

星がき らきら と光っている空の下に ，夜の海 | とき ，ふきはどんな気持ちだったでしょうか。

ははても知られず ，ぼうぼうとつらなっていて ，1 @ あなたは ，どうしてそのように思ったのか ，

海べには，たえまな<，波のうちょせる音が ， 1 説明して ください。

くりかえし ，く りかえし， ひびいているのであ I(4) iああ ，よかったね。 」と ，主?と うさんは ，ど

りました。いそのにあ、いが，ぶうん，とします。 | んな気持ちでいっているのて・しょうか。

ふきは ，はい色のすなはまを ，サク ，サク ，サ 1 (5) ζの文章は ，ζれで終わるのでしょうか ，まだ

ク ，とふんで波うちぎわにいきさした。 1 さきへ続くのでしょうか。あなたの考えに合って

「ふ$っ ，あぶないよ。 J 1 いる方へOをつけて〈ださい。

うしろの方から ，なとうさんのさけぶ声がし l 終わる 続 く
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ました。

波は ，夜目にも自く見えて ，ふきのげたをし

っと りとぬらすのでした。

「ほら ，海へかえっていきな。 J

そういって ，ふきは ，手の中の子がにを ，青

黒い波の中へ ，ジャブン ，となげ入れてやりま

した。が ，それっきり ，子がにのすがたは見え

ませんでした。

「非?とろち中んo J 

「合い。 J

「かに ，海へ ，はなしてや「たよ。 J

「ああ，よかったね。 J

暗い海ベに立って ，父と子は，とうかたりあ

いました。

3 考 察

問題一

ト)比 ζの子がiこムどと川、るの

。 続くと思 う人は ，ζのさき ，どんなふうに話

が進んでゆくか ，あなたの思 った ζ とを書いて

ください。

(本文，問題ともに原文はたて書き)

ζの設問は ，意味の薄い質問であるが ，本文をj辰次読んでゆ <，その最初の質問として ，一種の気分

調整 ，もしくは導入としての意味あいをもつものである。

「さかな屋さんから子がにをもらった家JJぼくの家JJ作者のと とろ」というような答えが多し、。

「作者の家の水そうの中」とか， Jある家の台所Jというように想像しているものも見られる。また ，

「買物かどの中Jとか ，Jさかな屋さんからの帰り均というような答えも数名あり ，さらには「さかな

やさんの家Jとしているものも 2名いるが ，とれとて本文(1 Jにないては誤答とは言えない。未提示

のその続き ，J子がにをながめていると ，'" . -:J (本文 (II))，Jそとで ，ふ含は ，;t~ と勺さんに声

をかけました。 J(本文〔盟))，とζ まで読んで初めて，その子がにが ，わが家へ持ち帰られてきてい

るものであるととがはっきりするわけである。なお、 ，無答が 4名いるが ，うち 5名は国語評価 4 ， 1名

は 2の段階のもので，わからなかったというよりは，どとと決定しかねる気持ちからの無答ではないか

と忠われる。

とうした文章冒頭部に辛子ける無限定の把握 {そとでは読み手の体験に基づく主観的想像が多く働ら く)

が，読み進むにつれてその意味料1良定されて把握されるのが ，文章の読みであって ，実際の指導場面で

は ，との無限定から限定への過程を各自が体験的に会得するような指導が ，読みを育てる指導としてた

いせつでないかと思う。
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l'ドドωωU… 一2幻川…)川一し吋一ま措郁……読郁叩んぱだ

に書き出しなさしい、、。 I

子どもの応答は衣のどとくである。(本文の)i院に従い ，a ， b ， cの記号で表わす〕

a r見ると ，頭みたいなととるに，ビーズ玉みたいな小さな二つの 自が，ぴかっと光っていて，なにか

を見つめているように思われました。 j (頭みたいな……。ビーズ玉……。二つの目が……。から嘗

き始めているものも，とれに含む)

b rかにはかにで，そんなちっち平な子がにでも，からだにふにあいなほど

の ，大きなはさみをもっているのです。 j (そんなちっち宇な……から書

き始めたものも ，とれに含む)

c r子がにはそのはさみを ，ぶるぶる ，ふるわすように sたえず動かしてい

るのでした。 J

d その他。 rビーズ玉みたいな小さな二つのI3J

「さかな屋さんからもらった子がに」

a 

b 

c 

b c 

d 

言十

男 女 普十

11 7 18 

8 10 18 

5 4 

4 4 

2 2 

26 20 46 

表で見るどとく， a ， bの部介の指織が多<，特に bの部分の指奇跡:最も多い。本文の 1行 自の 「さ

かな墨さんからもらった子がには，むずむずと足を動かしています。」のと ζるは誰も指摘していない。

(3) あなたは，ととにかかれた子がにのようすに，どんな感じを受けましたか。あなたの感じに近

いものの番号をOでかとみなさい。

1 子がにのようすがほんとうにかわいいと思った。

2 子がにのようすがなんだかかわいそうに思った。

5 子がにのへんなかっ ζうそbかしく感じた。

4 子がにのようすにふしぎな感じを受けた。

子どもの応答は衣のどとくである。

男 女 計

1 (かわいい ) 6 7 1 3 

2 (かわいそう) 7 7 1 4 

3 (公かしく) 1 1 2 

4 (ふしき'な) 12 5 1 7 

言十 26 20 4 6 

「かわいいと思ったj rかわいそうに思ったJは，男女ともどもに反応しているが， rふしぎな感じ

を受けたJは ，男子の反応が極めて強く，女子は 1， 2 ，よりかえって少ない。 ζの「ふし容な感じを

受けたJという選択肢の ζ とばな ，子どもはどんなふうに受け取ったのであるろか。いま(2)と(3)の応答

の関連を見ると，衣の表に見るととくである。

(2)の問題で ，a rピーズ玉みたいな小さなこつの自が ，ぴかっ と， 光.っていて ，なにかを見つめてい
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断111 2 5 

男 5 A 1 
a 

女 4 1 

男
b 

女 2 4 1 

男
巴

女 2 

bc 
男

女

男 2 
d 

女

男 6 7 

言十 女 7 7 1 

14 2 

4 i 言十

~ 

2 7 

7 8 

5 10 

3 I 

2 4 

2 

12 26 

5 2日

17 

18 

18 

4 

4 

2 

46 

るように忠われました。 Jを指摘したものについて見ると，

男子は 「かわいいJrかわいそうJrふしぎな」に分散し

て反応し，女子は「かわいいJにむしろ多く， rふしぎなJ

にも 2名反応している。

次に(2)の問題で b rからだにふにあいなほどの ，大舎な

はさみをもっているのです。」を指摘したものは，男子が

との「ふしぎなJに集中し，女子は 「かわいそうJrふし

ぎなJrかわいいJに分散している。

ついでに， c r子がには，そのはさみを ，ぶるぶるふる

わすように，たえず動かしているのでした。」を指摘した

ものについていえば，男子はわずか 1名で「かわいい」に

反応し，女子は「かわいそうjに 2名， rかわいい」に 1

名というふうに反応している。

もちろんパ2)の指摘と(3)の応答と，直接結びつ〈わけの

ものではないが，以上の応答の関連から推測すると ，(3)の問題で 4rふしぎな感じを受けましたJに応

答した.，17名のうち ，(2)の問題で aがよび bcを指摘した 7名のものは，その指摘文の内容からいって，

生命の神秘，生命の不可思議というような，意味を感じ取り， (2)の問題でbを抱擁した 10名のものは，

単に子がにの様子に形の上の不釣合，物珍らしさを「ふしぎ」として受け取っていたのではあるまいか。

との 4の選択肢が最も反応が多いのであるが，そとには以上述べたような二つの受け取り方があったよ

うに思われるのである。

それはそれとして，との本文(1 )の読みに沿いて，子どもが示した感じ方は ，子がにを， rかわい

そう JrかわいいJrふしぎだJ(形のふしぎさ，生命体のふじぎさ)といった内容に介数されている。

問題二

(1) ととにはどんなととが書いでありますか。

子どもの応答を類別して記すと次のどとくである。またその応答数は下表のと公りである。(以下反

応事例は，子どもの記した通りに書いた。)

A ふきが子がにを見て想像したとと。

B 少女がさかな屋さんから子がにをもらってきて，ずっ とながめていると，夜の海べの光景があり

ありとうつって見えた。

C ふきカ瀬がにと子がにが無心にあそんでいるありきさを想像した。

BC ふきが子がにをながめて ，海べの様子や親たちといっしょに海底で遊んでいるありさまを想像

している。

D ふ容とゅう少女が子がにを見で子がにが海にいたとろを想像している。

Aは極めて概括的，形式的に捉えていて ，何を想像したのか，その内容が書いてない。

B，C，BCは，具体的に想像した内容を述べている。との中 ，夜の海べへの想像を述べたものがB，
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男 女

A 1 1 4 

B 

言+

1 5 

1 

かにの様子の想像がC.両者をあわせて記したものをBCとした。と

のBの安素は ，ととでは一見 ζの子がにの背景に過ぎないもののよう

にも考えられるが.( 1 )とのつづき ，さらにこの物語の衣への展

開からいって ，極めてたいせつな要素である。
4 10 C 

BC 5 4 9 I Dは ，Cの内容をふせて，とれを概括的，抽象的な段階でとらえて

D 4 1 5 
いる。

× 
計

1 T 2 

26 120 !46 

以上の中 ，AとCが最も多いが ，概括的な捉え方のAは男子lこ多<， 

具体的なとらえ方のCは女子に多い。やや抽象肢の強いDの応答も男

(Xは無意味) 子に多い。

l 概括的なとらえ方をした応答 A，D 

具象的なとらえ方をした応答 B，C，BC 

(X )  

言+

男

15( 58%) 

1 0 ( 38%) 

1 ( 4%) 

26( 100%) 

女

5 ( 25%) 

14 ( 7日係)

5% ) 

20(100%) 

( )内%は男 ，

女それぞれについて.

I括的応答と具象的

応答との占める百分

率.

ことには ，男子 ，女子のそれぞれ一般的な傾向が見られるように思弘しかし ，とれは ζの設問に対

する応答として ζ う出てきているので ，本文の説みがそのま建一方は概括的抽象的であり ，-)Jは具象

的であると断定するわけにはいかない。しかしをた ，それが単に答えの書き方の技法として出てきたも

ので本文の統みとは全く無関係のものだと断ずるわけにもゆかない。そζにはやはり ，かなり密接な関

係があり，本文の読みそのものが，その応答に反吠していると考えてよいのではあるまいか。

(2) 子がにをながめていると ，ふきには ，どうしてとんな想像が浮かんできたのでしょうか。

子どもの応答・を類}jl:して記すと次のどと〈であるのまた ，その応答数は下表のと公りである。

A 想像の契機を本文(1 )の表現の中に求めたもの

はさみをぶるぶる動かしているのを見ていると ，海へかえりたいといっているように患って。

B 想像の契機を自分の体験の中に求めたもの

じふ.んの子どもの ζ ろをお、もったから

C 想像の契機を論理的にヨ考えたもの

子山こがどんな生活をしたカ尋えたから

D 漠然とした感情移入の応答

との子がにがかわいそうになってきたから

E 本文(l[)の表現に即した感情移入の応答

とのかには，ほんとうは ，海の底で親がにといっしょにくらしているのに ，今は親がにたちとは

なれているので ，幸福にしてやりたいなあーと忠ったから。

F 本文 CII )の内容を説明したもの

夜の海ぺで子がにたちがよりあって無心にあそんでいるありさま
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G 親がにを主に考えたもの

子がににも毅がいるから

Dの応答が最も多い。とのDとBは，本文 (I)(IT)を読んでい

るうち ，知らず知らず読者はとの子がにへの強い同情を持つようになつ

ったものと解される。 ζれをDやEの表現で答えたものと恩われる。

特にまたEはその想像の内容をもって答えているので，との設問の答

えとしては妥当性を欠くものであるが ，文章を読んでゆく際の ，感情

移入の心理的事実として興味深い。実はこのD.Eのような ，主観的

な，索ヰトな感情移入がもとになって ，その上に ，衣にあげる Aのよう

な ，客観的に文章の上にζれを確かめよろとする応答が成立するのである。

男 女 | 言十
ー

A 5 4 7 

B 1 2 

C 4 2 6 I 

D 8 8 16 

E 3 3 6 I 

F 4 5 

G 2 1 3 I 

× 
計 26 20 

(Xは総意味)

Aは ，その想像を喚び起した契機を ，( 1)の文章表現の中に求め ，( 1 )から(IT )への表現内容

の発展を文脈的にはっきり会さえた答えをしている。 Bは ，ζれに刑して ，自分の過去体験の中に ，そ

の同類性を求めて意味を納得しようとする。 (Bの号|例の「じぶんの」というととばは ，もちろんふき

のととを意味するであろう。そう解した上でも ，それは自己体験からの類推であると解される。 )Cは，

〔五〕の内容に論理的理由づけをしたものである。文脈の概念的把握がその読みの基底にあるように思

われる。

Fは (IT )の内容を述べたもので ，設聞の答えとしては逸脱している。 Gは ，子がににも裁がにがい

るから ，親がにとの生活空想像した'というのであろうが，その点EもしくはBなどとも似た内容の応答

である。しかし，ととで親がにを主として答えるのは，その読みが (IT )の素材に触れているというだ

けでガJ稚な読みに起因しているように息われる。

A，B，Cのような反応をなこした読みは ，それぞれ特色のある続みの裂を示すものであると思われ

る。 D，Eはとれらの基底にある続みではあるが，とれも物語的文章の読みの一つの裂と考えてよいと

思う。そしてとれがまた 48 %の多きを占めているととも ，事実として ，注目しなければならない。

さて ，次に ，とのDの応答の中に多いのであるが ，ζの子がにがかわいそうになってきたというふう

な気持ぢをはっきり書いているものが 1 8名ある。とのものが，問題寸3)でどのような選択なしていた

か ，とれを対応させてみると ，次のようになっている。

寸 3)の選択 二(2)て治献、そう

1 かわいい ( 13 )・・・・・・・・・ 5 

2. かわいそう(1 4 )・・・・・・・・・ 6

3. i;、かしく ( 2)・・・・ー・・・ 1 

( 1 )の本文で ，子がにのよ うすに ，かわいい ，かわい

そう，余かしく，ふしぎな というふうな感じ方をしてい

たもののろち，いま 2は除くとして ，少なくも他の 12名

のものは，子がにに対する感じ方が(II )の本文に会いて，

かわいそうだというふうに変わったととが知られる。とれ

4. ふしぎな ( 1 7 )・・・・・・・・・8 1 は，たまたま，二(2)の応答の中に， rかわいそうになってj

目 という表現をはっきりとっているものについてだけ見たの

で ，ζ うしたととばを使っていないものにも ，とのような，子がにに対する感じの方の変容の行なわれ

ているものが相当数あるであろうととが考えられるのである。文章の読みは， ζのように文章を読み進

むに従って ，吹第に最初の受け取り方を変容しつつ ，文章内容の核心的なものへ近づいてゆ くものであ

るととが ，察ぜられるのである。
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(3) 乙のあととの話はどんなふうに進んでゆくと思いますか。あなたの思ったととを書いてくださし、

子どもの応答を類別して記すと衣のごとくである。またその応答数は下表のとb りである。

A ふきが海岸へ行って， ζ の子がにをにがしてやる。

B との子がにを海に?脅してやろうと思う。

C 子がにがもといたと ζろにふきがかえすか ，かえさないかで，良心がまよう話。

D ふきはとがにをかわいそうなので海ににがしてやり ，子がにはしあわせになる。

E ふきは子がにをあわれに思いにがしてしまい，主人にお ζ られ家をかい出'dせられる。

F ふきはζの子がにをだいじに育てると思う。

G 子がにが料理に使用される。

H ふさは子がにと裁がにがいっしょにあそんでいる ζ とをおもっているととをかくと恩勺。

I ふきという少女が子がにを見ているとかわいそうになっていくという物語。

男 女

A 14 11 

B 3 2 

C T 

D 2 

E 

F I 2 

G I 

H 2 

I 2 

× 1 

|計 | 26 2日

(Xは無意味および無答)

言十

25 

5 

1 

5 

5 

1 

5 

2 

2 

46 

Aが最も多い。これは明確な予想である。

Bはもう少し微妙な読みで， 予想を限定している。

Cは ，Bと同じ時点で，やや半島をな主人公の心理を想定している。

Dは，逃がした後の子治耳こに焦点を合わせて予想している。

Eは，逃がした後の主人公の立場そ予想したもの。

Fは，子がにへの同情心が主となっての予想であり ，との文章表現か

らはやや妥当性が淡いように息われる。

Gは ，あまりにも現実的な見方で ，との文章表現の情緒性からいって

も，逸脱した予想である。(実は ，ζ の応答者は国語評価 5の段階

の男子であるのが注目をひく。)

Hは，本文 (rr )の内容からあま り出ていない。 Iも同様である。

ζの文章表現の情緒性からいって， A，B，C，Dあたりまでが妥当

性の高い応答といえよう。 とすると， 7 4 %のものが，ほぽ穏当な予想、をもって読んでいるというとと

ができる。

問題三

(1) と乙ではどんな ζとが書いてありますか。

子どもの応答を類男11して記すと衣のどとくである。またその応答数は下表のとおりである o

A ちいさいかにを海ににがしてやりたいというととそがとうさんに話した。

B 子がにを海へはなしてやるうと思ったとと。

C ふきが於とうさんとはなしているようす。

D ふきという少女が子がにを海へはなしにゆく。
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男 女

A 11 11 

B 5 5 

2 5 

雪1-

22 

10 

5 

Aは書かれている内容を具体的に述べている。

Bはふきの気持 ちを主として述べている。

Cは形式的把握で ，父と子の話の内容は書かれていない。

Dは先走った答えというべきであろう。
C 

D 4 1 5 

× 4 4 

計 26I 20 I“: 

Aは文章に忠実な応答で，その基底にある文章の読みも，そのような文

意に却した客観性のある読みと推測される。 Bの応答は ，との文章の主

題に導かれた ，読み手のかなり強い主観的読みに基づいているように思

われる。 ζれはとれで ，ζ うした文学的文章の読みとしては，むしろ望

ましい読みであるといってよいと恩われる。 Cの応、容は，との文章そ全く客観的対象として形式的立場

で応答しており ，ζれは平素の学習に公ける段落や要旨の形式的指導に基づいた応答ではないかと思う。

Dの答えは ，むしるとれから展開する物語の内容であって，実は子どもの読みには，常に未読部分への

予想、を持ちつつ乙れに導かれて読んでいるため ，現在読みつつあるととると，その先の予想とが，混錯

したかたちで読み進んでいる面がある。そうした読みの事実がとのような応答としてあらわれてきてい

るのではあるまいかと思われる。

(2) ふきは ，なぜ暗〈なった海へ子がにをはなしたいと考えたのでしょうか。

子どもの応答を類別して記すと攻のどとくである。またその応答数は下表のとお、りである。

A 暗い海の底には親がにとちっち平なかにがいると想像したから。

B 子がにがかわいそうになって。

C 本文(1I )のととをbもいだして。

D 海の小さないきものは海へと思ったので。

E 早 くはなしてやりたいと思ったから。 子がにをげんきづけてやりたいから

F 暗いから人がいなくて，いまのうちにげればまたつかまるしんばいがないから。

G 夜の海ぺへいって親がにそぜんとうに，子がにがいっばいうれしそうにあそんでいるのをみたい

から。

H などり必し〈ないから。

A，B，Cは ，前の本文(JI )の印象が強く支配していおととが知られ00

Aはζれを具体的に答え ，Bは 「かわいそうになって」 と ，その意味を要約し

て答え ，Cは前文を指摘する ζ とをもって答えた。とればとの(m )の文章に

「だから，わたし，いきたいわ。夜の波の中へ ，ちっち平なかに，はなして

やりたいんだもの。 J

という， ふきの乙とばがあり，とれを読んだとき，読み手は，前文のふきの想

像，夜の海の中のようすをまざまざと思い浮かべ再意識するのである。とのよ

うに文章の読みは ，常にその過程で ，ある ζ とばを契機として既読部分を想起

しつつ読み進むものである。 そとに文章の意味世界の拡充 ，形成がなされてゆ

くのである。

とζろで ，とのAに含めた応答はかなり多様である。
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男

A ? 

B 5 

D 5 

E 4 

F 5 

G 1 

E 1 

× 
言十 26 

(Xは無答)

女 言十

8 17 

2 5 

1 2 

2 5 

1 5 

5 6 

3 41 

20 46 



「子がにが親がにと遊んでいる光景をど思いうかべたら ，ζ とにた ったーびきでいる子がにがきのどく

になったので。 J(国語評価 5の段階のもの)

「私にも公と勺ち串んがいる。子がににもなとうち中んがいるにちがいない。子がに一人だとかわい

そうだから ，子がにの訟とうち平んにかえしてやりたいと思って，暗く なった海へいって海ぺ子がに

をはなしてやりたいと考えた。 J(国語評価 2の段階のもの〉

本文(1I )の読みの共感の度合やその件質によって種々な反応が示されているのである。

そうした意味でGの応答などは，本文(1I Jの支配が強<，しかもそれが空想的幻想的でさえある。

本文(1T)では，ふさの想像として書いてあるのだが ，それがまさに現実的な事実であるかのように意

識の中で混錯してしまったのが ，とのGの応答である。物語的文章の子どもの読みには ，ζうした読み

のあるととも注目しなければならない。

DとEの応答は，本文(1I Jを踏まえてはいるが，主として本文(mJから出てくるもので ，その基

底になっている文章の読みは，既読部分への振り返りが少なく ，先へ先へと読み進む読み方をしている

のではないかと想像される。

Fは，設聞の 「暗くなった海へJ放す理由づけを考えて応答したものである。理智的な解釈がしょっ

ちゅう顔を出している読みであるかと恩われる。もちろんζれは ，前にも触れたように ，設問に対する

応答であって ，とれを直ちにその応答者の読みそのものと結びつけて考えることは ，危険ではあるが，

問題一， 二 ，三と行なってきた一連の問題の流れから見て ，また他の応答と比較するとき ，やはりFの

ような応答者は，それなりの本文の読みをしているだろうととを推測しでも ，あながち誤りだと断定す

るととはできないように思うc

Hはその乙と自身としては一つの理由として成立しないζ とはないが ，との本文になける答えとして

は ，納得のゆかない，や h無意味に近い応答である。 (ζの応答者は国語評価 2の男子である。〕

(3) とのあととの話はどんなふうに進んでゆ くと患いますか。あなたの思ったととを書いてください。

子どもの応答を類別して記すと衣のどとくである。またその応答数は下表の とお、りである。

A ふきは暗くなった侮へか父さんといっしょに子がにをにがしにゆく。

B ふきが暗い海に子がにをはなしにゆく話。

C お3とうち申んから海へつれていってもらいちっち平なかにと話をしている。

D ふさは子がにを海へはなしてやり，よい乙とをしたようなさびしいような気持ちになる。

E 子がにを海の中へにがしてやり ，子がにも親がにと しあわせにくらした。

F 父によいととをしたといってほめられ ，ほうびをもらった。

G 海へかにへかえして，子がにがたからものきてくれる。

H ふきは ，子がにをにがすが ，まただれかがつかまえるが，またなにかかんじてにがしてやる。

I 海べにいって子がにをはなしてきて ，みんなにその子がにのことを話してしまう。

J ふきのあ、とうさんといろいろはなしあいをする。

K かにはどういうふろにして くらしているかをそうぞうしている。

Aか らIま・ではすべて‘子がtこを海へはなすととを予想している。 AとBはとれな端的に述べたもので

あるが， Aは父といっしょにという場面をはっきりとらえ ，具体的な文章表現をよく読んでいるものと
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男

A 2 

B 12 

C 1 

D 2 

E 6 

F 1 

G 

百

I 

J 

K 

計

問題四

女

6 

2 

5 

4 

1 

計

8 

12 

3 

7 

10 

1 

1 

1 

46 

推察される。 Bはその点 ，概括的な端的な表現で答えている。その読みも ，

公そらく Aの応答者よ りはきめのあらい読みをしているのではあるまいかO

Bが男子に多く女子になく，女子はAに多いととも興味深い。 Cは海べで

のととをご予想し ζれから放そ勺とするときのととである。 Dは放したあと

のふきの気持ちを中心に拾かれると予想したものである。その気持ちは ，

事例としてあげたものの他 ，rよかったなと思うJrあんしんしたJ等で

ある。 Eは放したあとの子がにを中心に予想したものである。 Fから以下

はそれぞれ 1名ずつの反比、の特殊なものである。 JとKは (l1IJの本文に

停滞し ，その先への予殺の乏しい読みであるように考えられる。

なが，二(3)でGr子がにが料理に使用される」という ，特殊な予想をた

てたものも，と乙では， rー海へ行ゥてかにをはなしてや.c，Jと答えている。

読み縫むにつれて，その予想は文脈に即して限定されてくるものである ζ

とがわかる。

(1) ととにはどんなととが書いてありますか。

子どちの応答と類別して記すと次のどとくである。またその応答数は下衰のとおりである。

A ふさが子がにを海へかえしてやった ζ と。

B ふきは父といっしょにはまペへいって子がにをにがしてやった。

C 父と子の海での話し合い。

AC かにそにがしてやったことと，そのととについて父と子のかいわ。

BC ふきとお、とうち申んが路地をぬけて海へ出て子がにをはなしふきと主?とうち宇んはうれしかっ

た。

男 女

A 17 ? 

B 5 ? 

C 

AC 2 

BC 1 

× 
計 26 20 

<>くは無意味)) 

言十

26 

14 

2 

2 

1 

46 

どとまでもふきを中心に読んでいったものはAの応答をし， 父の要

素を強く意識したものはBの応答となったであろう。きらに文末の親

子の会話にとの文章の終曲としての重みを感 じ取 ったものは， Cを応

答の中に加えたであろう。そうした意味で BCの答えがもっともまん

べんなくその内答を述べたものといえあ。とにかくとの(1)の問題は，

Cと×の 2名を除いて， 4 6名中 44名までがほぼ妥当な応答をして

し、るとし、ってよい。

(2) rほら，海へかえっていきな。 Jといったとき ，ふきはどんな気持ちだったでしょうか。

子どもの応答を類別して記すと衣のどと くであるのまたその応答数は衣衰のとお・りである。

-6  1-



A かなしい気持ち。 きびしい気持ち。

B 子がにを返してよかったと思った。

C かにがすとしがしいような感じ。

うれしい気持ち。

D 親やほかのかにといっしょにあえればいいなと思った。

E i早くお、かあさんの所へかえっていきな」 「しやわせに くらしな」

「よかったな」 「もうっかまったりしち中いけないよJ

男

A P 

B 6 

C 2 

D 2 

E 4 

BC 2 

AB  

× 
計 26 

女

8 

2 

1 

4 

4 

1 

20 

言+

17 

8 

3 

ι 

8 

2 

46 

Aの中には ，iちょっときびしいけど ，子がにが親がにとあえるのだ

からがまんしよろ。 Jというような ，やや複雑な気持ちのものも含めて

ある。子がにそ手放すきびしさ というものが ，ζの ζとばを発したとき

の基底にあることは認められると思う。 ζの答えが最も多いのも納得で

きる乙とである。

Bの中には ，i子がにが親のもとへ帰れるのでうれしい。」という気

持ちと， i自分の望みがかなった。」というような，一つの仕事をなし

遂げたあとのー稀の充足感とでもい うような気持ちと ，局者がああ。と

もにこの時のふきの気持ちとして認められる。

cxは無答) Cの気持ちも ，ふきの子がにプ¥の愛情が強ければ強いほど ，その裏腹

にある気持ちである。そとで以上のA，B，Cをともに複数的に感ずる

衣のような応答も見られるのである。

EC rなんだかよい事者どしたような気持ちと公しいような事がまざっていると思います。 」

AB rさみしいような ，とれでよかったような気持J

次にDは ，放 してやる子がにに対する不安と期待のような気持ちであり， 子を旅だたせる親の気持ち

にも似た気持ちである。とのDの気持ちが主になっているが ，その他の気持ちも含めて ，子がにへの呼

びかけとして，つまり， 直接 「ほら ，海へかえっていきなJという乙とばそのものの気持ちとして応答

しているのがEである。

以上見て くると ，との時のふきの気持ちは ，ζの 45の応答の中に ，それぞれ部分部分が強調されて

表現されてなり ，実際にはこれらの応答の全体が ，まさにとの時のふきの気持ちであったと解していい

のである。とうした点 ，心情的読み取りは個性の遣いによって受け取り方にニュアンスの遠いが出てく

るものであるととが知られるし，教室にお、ける集団街導にかいでは ，かえって ，その生徒個々の多様な

読み取りを活かしそれらを集成する ζ とによって ，心情的読み取りの豊かさと深さを培いうるのでない

かと思うのであるo

(3) íかに，海へ，はなしてやったよ。 」 といったと~ ， ふきはどんな気持ちだったでしょうか。

。あなたは ，どうしてそのように思ったのか ，説明 してください。

子どもの応、答z-類別して記すと衣のどと〈である。またその応答数は下表のとま?りである。

A 乙れでよかったなあ と思った。

。海へほ勺りこんだらそれっきり子がにのすがたが見えな く， 急いで親の元へ帰
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っていったなあと思ったから。

子がににも親がいるのだから，にがしてやってよかった。

。私たちも ，父や母にあえないとさびしいし，子がにも ζれと同じ気持ちだろう

と思ったから。

よかったと思った。

。 自分でしょうと患っている ζ とが実行できたから。

B よいことをした気持ち

。 ちいさいキがにでもbざわざ海までとどけた。

@ かにがちい$いのにかわいそうだから。

C さみしい気持ち

O かにを見てた時いろいろ考えたのに急にいなくなるとやっぱりさみしい気持ち

になる。

とても仲のよかった友だちとわかれるときの気持ちみたいなもの。

。 新しい友だちにあ勺のもいいけど仲のよい友だちとわかれるのはつらいという

気持ちと同じだと思うから。

D よかったような ちょっときびしい気持ち

E ほっと した。

。 かには，海へかえられてよかった。さつきまでいたかにがもう自分の所にいな

し、。

。ぼ 〈も一度そうゅうととがあったから。

F さっぱりしたような気持ちだと思います。

。 今までいっ しょうけんめいに考えてた事をやってのけたから。

G 無事殺の所へついただろうか。

@ ふさの~度から。

海へはなしてやったので，ほかのかにのいるととろへ子がにがいくだろう。

@ 子がにはほかのかにと無心にあそんだととそ思いだしたのでo

H はなしてよかったと思ったがす ζしざんねんな気持ちみたいなもの。

。 はじめは ，やはりほしかったためかにをもらったのでかわいそうになもってに

がしたがやっば 1)すζ しざんねんだ。

I ほっと安心して ，しあわせになるといいと思った。にがしてやってよかったと思う。

。月11れる時はさびしいし ，はなしてやったあとは， にがしてやってよかったなと

自分で感じるのと ，自分だけよくて他は不幸でよいという感がえをもっていない

から。

J ふさは白分の家でそだててやりたかったけれども ，ζれでいいんだと思った。

。 G]l)の本文で子がにをながめて想像したととをまとめると子がにを幸福にし

てやりたいという心があったと思ったから。

K しあわせになれるよ。

。文章 (n)をよんで。
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L 父にほめられるか ，それともほうびをくれるかなと患った。。ぼくもそのような ζ とがあったから ，それにほうびをもらったから。

M いうかいわないか迷っていた。

@ ふきは子がにおすきだったから。

Aの応答が最も多い。乙の「よかった」という応答は，子がにが親も

とへ帰れてよかったという子がにに対する同情の気持ちが主になってい

る。子がにの幸福を 「かに，海へ ，はなしてやったよ。 Jと ，口に出し

て確かめているのである。子がにを放した行一為について自分自身よかっ

たと一種の満足感のような気持ちをもって答えているのは ，3番目の事

例の 1名あっただけである。

Bは，やや道徳的な意味での満足感を覚えているとしたもので，とれ

は 5名あった。

C iさみしい気持ちJ，D iよかったよ うな，ちょっときびしい気持

ち」 ζれは?名で，との場面の基本的な気持ちとして納得されるもので，

Aに衣いで多い。

Eの気持 ちゃFの気持ちもうなずける気持ちである。

Gは子がにの行くえを思いやっている気持ちで ，Aと同じ基調の上に

立つ気持ちといえよう。

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

H 

J 

K 

L 

M 

言十

男 女

? 1日

2 1 

4 1 

4 

2 

3 

2 2 

1 

1 

1 

1 

26 20 

計

19 

3 

5 

4 

2 

5 

4 

1 

1 

1 

46 

H以下は 1名ずつの応答であるが，とのうち， 1 ， J ，Kは，やはり Aに近い気持ちに解される。 H

は手放すのを惜しむ気持ち， Lはやや特殊な答えて'ある。乙のLの応答者は ，前の三(3床読部介を予想

する問題で ，i父によい事をしたといってほめられほうびそもらったJと答えたものである。 Mの応答

は異質の特殊な応答であるが， ζの持のふきのととばのためらうようなつぶやきのニュアンスをとらえ

ていると言えなくもない~ (なお，との応答については 43頁参照)

次に，そのように患ったわけを問うたOの応答について見ると，文章表現在はっきりと会さえて読み

取っているもの (Aの第 1例)，既設部分の向象を想起して読んでいるもの(Gの第 2例 ，J ) K) ， 

ふきの気持ちを構想の主軸に公いて，かなり主観的に読み取っているもの(F )  ，あるいはまた， 自己

の体験をもとに類推しているもの(Cの第 2例 ，L)など， 上にあげた事例の中にもいくつか見出され

る。乙れは前にも触れたように，単にその設問に対しての応答ではあるが，その基底にある読みそのも

ののあらわれであると見なしても大きな誤りではないと思われる。少なくとも，そうした読みのいろい

ろな様相 ，その個人的な読みの型の違いが， ζ うした応答の速いをもたらしているものであって，そζ

に子どもたちの読みのすがたを推察するととができるように思うのであるa

きて，本文にかえって ，rほら海へかえっていきな。 Jといった時のふ暑の気待ちと， rかに，海へ，

はなしてやったよ。 Jといった特のふきの気持ちと，どのように変っていったか。とのこつの問の応答

の関連を見ると，次の表のどとくである。
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cトと A B C D E F G H I J M 計

一 一 司

男 5 1 中
λ 1 7 

女 4 2 8 

R 男 2 1 6 
女 2 

C 男 1 2 
5 

女 T 1 

D 男 1 '1 
6 

女 2 2 4 

E 男 1 4 

女 2 1 4 
自

BC 男 1 2 

女

AB 男 1 
女 1 1 

× 男 1 1 

女

2 6 
男 9 2 4 2 5 2 1 2 0 

計
女 1 0 A 2 

1 9 5 5 4 2 5 d T 1 1 1 46 
ー‘ 

いま ，その集中度の高いA-Aについて見ると ，rほら、海へかえっていきな。」といった時，ふき

の気持ちとしては，何かかなしいようなさびしいような気持ちを抱いて ，子がににとう呼ひ'かけて海へ

放した。子がには青黒い波の中へ入ったまま，それっきりすがたを見せなかった。子がには急いで親元

へ帰って行ったのであろう。そう思うと ，とにかくとれで子がにも親もとへ帰れてほんとうによかった

というような気持ちがわいてくる。子がにへの淡い感傷とでもいうような気持ちが ，父親へ向って「か

に，海へ.はなしてやったよ。」と言わずにおられない。そんなととばとして出てきたのである。一一ー

とうした気持ちとしては受け取れる。とうした気持ちをもっと端的にあらわしているのがA-D (2名〉

である。 D-A(3名)， E-A(3名)もA-AIこ近い気持ちである。 B-C(2名)は ，むしろ ，

子がにを放したあとでかえってそのさびしさを感じてきた気持ちである。 D-G( 2名)は ，子がにを

放した時にも，その後にも .子がにが無事親元へ行けたかどうか気づかっているのである。

以上は ，それぞれに ，単なるエュアンスの遠いかも知れないが，その違いは多分に読み手のパーソナ

リティからくる違いでもあるように思われる。少た〈も文章のとうした場面における心情の読み取りは ，

読み手の個性によって相違が出て〈るもので ，必ずとう読み取らねばならないというようなものではな

い。そしてまた，との二つのふきのととばの聞に見られるふきの気持ちの動きとその帽に，心情的読み

取りの指導の契機があるように思われる。心情的読み取りの指導は ，とうした教師自身の作品における

心情の深〈豊かな理解の上に成立するのである。
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ト4) fi f，if，よ治ったね。」とおとう山山間で日いる…うか。

子どもの応答を類別してをすと次のどとくであるo またその応答数は下衰のとおりである。

A 自分のむずめがとんなやさしい気持ちでいてくれたからうれしい気持ち。

ふきがよいととをしたのでよるとんでいるc

R かにもやっと叉自由になれてよかった気持ち。

かには殺の所へかえれるからよかった。

C ふきの希望どうり海へ帰してやったからσ

ふきの思っていたととをかなえられたから。

D ふきを安心させようとする気持ち。

ふさは子がにをはたしてきびしくないだろうか。

ふきに同情してn

AC 自分の子がおもいやりがあるのでうれしかった。そして自分の子の目的がはたされたので ，な

おうれしかった。

BC 子どもの気がすんでよかったこ とと .自分も心からよかったと思った。

AD ふきはよいととをしたなあ .ふきがかわいそう。

E ふきが海へ落ちるのではないか と心配したのがほぐれたの

F それでいいんだと思う気持ち。

G うれしい気持ち。

H せっかく買ったかにを海へにがしたので.ちょっともったいなかった ，でもよかったなと思って

いた。

I ふさがかにを海ににがして帰ってきたのでなにげなくそう思っていった気持ち。

J しあわせになれたね。

K ふざけていった。

応答の数からいう と， A，B，Cが最も多い。 Aは ，かにを海へ放してやった

ふきの行為を諾い ，とも に喜んでやっている父親としての気持ち， BIま，その行

為の内容である海へ帰ってゆく子がににずする気持ちとして述べている。 Cは ，

「かに ，海へ，はなしてやったよ。 」 と言ったふきの気持ちを思いやって ，これ

を肯定した気持ちである。 Dは ，さらに ・そのふきの気持ちに対するいたわりと

いった気持ち。とうした気持ちを複数的に答えているのがAC，BC，ADであるc

以上がだいたい妥当性の強い応答であるが ，ζれらはそれぞれにとの設聞に対

する受け止め方の相違でもあるが ，一面それは ，その基底にあるとの女輩のとの

場面における心情的読み取りのエ ュアンスの違いでもあるといっていいと思う。

E以下の応答は ，やや妥当性を欠くものや ，はっきりしないものである。中で

もKは理解に苦しむ。

A 

B 

C 

D 

AC 

.BC 

AD 

E 

F 

G 

H 

I 

J 

K 

× 
言十

男女 計

5 5 '1 0 

4 5 9 

5 5 8 I 
2 2 4 

1 

2 2 

2 2 

1 1 2 

1 2 

1 

1 I 1 

1 

26 20 aι 
ととろで ，この父親の (4)fああ，よかったね。 Jといっている ζ とばは，ふき

の(3)rかに，海へ，はなしてやったよ。」 に対していっているので ，いまとの二

つのと とばの関連を見てみると ，下表のとおりである。
(Xは無答).. 
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I~ぐ(|A B C D AC BC ADI E F G H I X 言十

男 1 2 1 1 1 ? 
A 

女
1 9 

1 5 1 1 0 

男 2 
B 5 

女 1 

男 :司t 2 4 
C 5 

女 1 

D 
男

4 
女 3 4 

男 2 
E 2 

女

男 T 1 5 
F 5 

ち;

男 1 2 
G 4 

女 1 2 

男 T 
H 1 

女
ーー「一一一

身
1 

女 1 1 

J 
男

女 1 

男 1 
K 

女

男
L 

女

男 1 1 
M 

女

男 5 4 5 2 2 2 1 1 1 26 

言十 女 5 5 3 2 1 1 1 20 46 

1日 P 8 4 1 2 2 2 2 1 1 ! 

上の表の中でいくらかでも集中度のあるものについて見ると，

A-Bは ，かにを海へはなしてとれでよかったなあという気持ちで父に 「かに，海へ ，はなしてやっ

たよ。」と話 しかけたのに対して ，rああ ，よかったね。 Jかにも海へかえれるのでよかったと応じて

いるわけで，そのま交子どもの気持ちを受け入れた ，すなおな応答として受け取れる。そしてそこ に

父親の娘に対するあたたかな気持ちもじゅうふeん感じ取っているものと思われるのである。

A-Cは ，その娘の話しかけに討して ，娘の思い通りにかにを海へかえしてやれてよかったという気

持ちで .1 rああ ，よかったね。」と言 っていると見るわけで ，気持ちの上ではA-B，A-C，ほとん

ど同じであり ，ただ前者が ，rああ ，よかったね。」と言った父親のととばを，会話の内容を中心に解

しているのに対して ，後者は父親の娘に対する気持ちを中心に見て答えている違いに過きザない。

衣にD-Aは ，ふさ止が子がにを放したあとの「よかったようなちょっとさびしい気持ち」 をもって ，
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「かに， 海へ，はなしてやったよ。 Jと話しかけてきたのに対して ，，-ああ ，よかったね。 」 と，綬の

やさしい気持ちな内心勺れしく思って発したととばと解するわけで ，ととにも父親の娘に対する愛情が

読み取られていると思う。

とうしてひとつひとつの応答を見てゆく と， (3)A-J (41A-ADの応答者(33名)は，一応ζの

文章の終末部にシける ，子がにを海へ放したあとのー稜のきびしさや ，それをとおしての父娘のしずか

なあたたかな心の触れ合いとい勺ものが ，読み取られているものと見ていいのでないかと思う。設問に

労fする答え方は ，いろいろであり ，またその自介の気持ちなじゅうぶんにととばに介析して表現すると

とはできないものもあるが，心の中では ，この文章の終末部分を心情的に読み取っている。少くも心の

中に感受しているといっていいのでないかと思う 。

(5) ζの文章は ，ζれで終わるのでしょうか。まださきへ続くのでしょっか。あなたの考えに合って

いる方へOをつけてく ださし、。

終わる 続 く

。続く加入は ，ζのさ仁川山叫川〈ヵ，あな判ったとと措いてく |

ださい。

乙の応答は次のどとくであった。

男|女

4 6名中 32名(7日係)のものは ，ことではっきり「終わる」としている。いい読みをしていると

思う。 i続 くJとしたものの内容は次のよ うなものであった。

A 子がにの ζ とが忘れられない。 さらに ，

毎日海へくる。 ゆめに見る。 日言己』こカミく。 思い出す。

B ζれからのふさの生活。

C 家に帰って ，母も よるとぶ。

D 海へかえさなければよかったと思うa

E 海ぺで思う。 父と話し合う。

F かにがなれいにくる。

Aの答えは ，もし続 くとすれば順当なニ予想であろう。との文章の余韻ともいうべき昔日介をもって答え

たものである。

Bは ，Aに近い気持ちの答えであろう。

C は ， 文章を離れて，平素の;f~咲から事実的な予想宅どしたもの。

Dは，と ζの文章の情趣からいえば ，やや逸脱した蛇足である。
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男

A 2 

R 

C 

D 2 

E 2 

F T 

計 B 

女

5 

ι 

計

5 

1 

f 

2 

5 

2 

14 

Eは ，(町〕の終末一部分から発展せず，そ:とに停滞している。

Fは， 童話的後日謂を予想したものといえる。

乙れら「続く」としたものは，との文章の余韻を余韻として味わえな

かったものといえる。 ζ うした文学的作品の読書館験の乏しさに起因し

ているのでないかと思われる。文章の読解，特に物語的文章の読解は ，

よい作品の読書経験によって ，次第にその深みを増すものである。それ

は教えるととによって得られるよりも，むしる自ら体得してゆく闘が大きしh

以上，との「子がにjの文章を，子どもたちがどのように読み取ってゆくかを，文章を読み進む過程

に従っていくつかの間いを設け ，その反応を見てきたわけであるが，その設問もなるべ く子どもの読み

進む自然の過程がわかるように，その設聞のために特別に傾斜のかかった読みが強制きれないように，

留意してきた。つまり ，なるべく 指導の加わらたい子どもの読みを見よ勺としたわけであるが ，しかも

it.お，もしとれらの設聞に，何らかの指導的示唆が加わっているとするならば ，それは文章を冒頭から

すなおに読み進んでゆくという指導的示唆が加わったといってよいかも知れない。

とのような意図をもったこの調査の結果から ，そのそれぞれのと乙ろで随時述べてーきたζ とではある

が，ほほ次のようなととが知られるのである。

t 文章冒頭部の漠然とした意味把握語や心情の理解が ，読み進むにつれて次第に作品の中核的なもの

に迫って限定されてゆくとと。

2， 文章を読み進む過程では，既鋭部分のあざやかな印象が残存し ，あるいはそれがあるととばを通

して部分的によみがえってくる。一方文章の読みは ，常に未読部介への予想に先行きれながら読み

進んでゆく。との既読の過去と来読の未来，との両前へ向かう心理的作用を， 一体のものとしてまと

.めつつ，そ亡に)文章の全体的な意味形成がなされてゆくものであるとと。時にはまた ，既読部分の

印象と未読部分の予想ιが二重写しとなって ，そこに混錯した誤ったイメージが形成される ζ とも

あるとと。

3， 心情的な読み取りには個性的なニ ュアンスの違いともいうべきものが ，かなりはっきり見られる

とと。また文章の読み取りにはある程度読みの型のようなものが認められるとと。

4， 物語的文章は ，ζの調査で試みたように，文章の冒頭から静かに読み進んでゆ〈方法を取るなら

ば ，その意味把握や心情の理解は ，小学校段階でもかなり深〈達し得るものであるとと。

以上の諸点が一応指摘できるのであるが，そ ζ に考えられる指導上の主な問題点について少し記して

みる。

①草案然とした剣湿定の意味把握が限定されてゆく過程は ，その文章の中核的なもの，その主題へと

読み手の意味世号が接近してゆ くととであって，その無限定から限定への契機は ，具体的には，文

中のある ζ とばや文をと公して行なわれる場合が多い。また ，既説部分を想起したり ，未読部分を

予怨する場合も ，具体的には ，文I!JKをたどりつ Lその中に ，そのような契機になるたドせつなとと

ぼや文を，はっきりと意識するととによって行なわれる。したがって，読みに当たって， ζ うした

契機になるととばや文を文脈中にはっきり捉える ζ とを常に伝導する必要があると思われる。

@ 心情的な読み取りには ，多分に個性的な差異があるので ，とれをむしろ集団指導の場に生かして

豊かな心情の理解に導くように指導するととがたいせつである。ただその際，感受した心情をζ と
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ばに表わす ，つまり，読み取った心情を分析したり説明したりするととは ，学年段階に応じて次第

に詳しくできるように指導することがたいせつである。とう してととばで分析し説明するととによ

って ，心情把援がいっそう精しく深いものになってゆくからである。しかしどとまでも子どもの心

情そのものの培いを根本とし ，言語的分析はとれを育てる方法としてじゅうぶんの考慮のもとに指

導されなければならない。心情の言語的分析が先走る と，心情的感受性がゆがめられ ，ついには感

受性そのものが育たなくなる危険があると息われるからである。

③ 物調句文章の抱導は ，乙の調査問題になけるように ，冒頭から静かに続み進むととによって ，そ

の主題的なものに迫りうるものであると思う。特に作品の中の心情的なものは ，とうした読みによ

って始めて体得きれうる。文章を後から解剖分析して達するのでt.r< ，読みゆくままに感動し，問

題意識を心に覚えつつ読みゆくような ，いきいきとした読みが望ましし、。それは読書そのものを体

験させる読みであり ，その意味で物語的文章の税解指導は ，読書指遂と密接な関係にあり ，適切な

読書指導を背景とし ，もしくはそれと並行して行なわれてゆくととが ，効果的であろうと考えられ

る。

以上のようなととが一応考えられるが ， とれらをさらに詳しく し， 実際の~導の場に具体化し実証す

るととは今後の仕事にゆずりたいと思う。いまは粗略な考えそ述べて ，今後の研究の心づもりにするま

でである。

なお・ ，ζの「子がにJの本文は最初に記したよろに ，全国学力調査問題の問題本文であって ，ζの全

国学力調査問題については)]Jjに分析的研究を行なって公り，それは研究紀要第 47集にきとめてあるの

で参照されたい。
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w む す び

今次の研究は，まだ集約できる段階ではないが，全体の調査をとおして，おおむね以下のととがいえ

るように忠、う。

1. 読みの機能は .全人的総合的なものであり，その働かせかたには偲人差があって，各種の読みの

差異を形づ〈 っている。

2. 読みの機能が正しく働くためには .知能的条件が，少なくとも平均知程度であるととが望ましく

言語的な感覚ゃ反応が正常であると とを必要とする。抽象化の能力・ ー殻化の能力等に関係する。

五 また，心理的・性格的な条件が正常で，調和的であるととが必要である。劣等感や，情緒不安定

や，その他精神病理学的危因子をもっ者は正しく読みを遂行することができない。

文学的文章なと・においても， 作中の主人公と同化したり，白昼夢的な幻想をひき起とす者には，

正しい鑑賞はできない。

党かな想像力は，読みを深めるにたいせつなものであるが，必ず ，ととばの客観性に従って， 自

己の読みを規制し ，修正する心的操作のできるととが望ま しい。それには， パ-:1ナリティ自体が

健全であるととが前提となる。

感情移入が正しくできる ことが ，読みの活動の心理的重要条件であるが ，それには主体性が把持

できなくてはならないo 6 A女のすぐれた読みは ，その感性豊かで正常なパーソ ナリティにささえ

.られているのである。

4. とうしたパーソナリティや ，心理的状況は環境条件に左右されるととが多い。特に家庭 ・学校等

における人間関係は重大な影響をもつのであり ・6C男におけるコンプレ y クスに由来する読みの

障害には，多くの問題が内在している。

5. 読書の習慣や経歴が読みの技能形成に重要な役わりをになうものである。 6A女の 「子がにJの

情趣の味解において"この事情がよ く説明されているものと，思われる。読書の経験を重ねるととは，

自然の聞に読みの各種技能を育てるととになり ，読みの構えを作ってゆくものと考えられる。 6A

男のように知能が高くても .学習参考書のような狭い読書しかしない者同ま，多僚な幅広い読書力は

養えないのである。家庭の文化度 .読書環境等も間接的に影響する。

6 読解tこ関する直接的事項

① すぐれた読み手は，文章をていねいに正確にたどり読みをし ，既読部分を要約して ，それを基

礎と して読み進んでいる。したがって ，未読部分の推測には ，必ず既読部分の正しい要約がある

ので ，文脈の形成がすみやかであるの

。〕 ととばに対応する イメージの描きかたが受かでしかも正確な者ほど.深い読みができる。

色) ととばの客観性に対する認識の確立している者ほど，表現や叙述に忠実な正しい読みができる。

@ 主体的に表現にはいりとんで .感情移入のできるえきは .すぐれた読みを示す。とれには，③の

力が必要であり ，それによって独善的主観ゃ .恋意に陥る読みからまぬがれるととができる。

⑤すぐれた読みは.常に全体的関連的な読みをし ，6 C男のような部分的，直観的な把握をしな

い。 ζ うしたととは，梗概の把握などによく現われる。
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⑤すぐれた読みは ，決しで細部をおろそかにしないものである。

⑦ そ して，結局~;t正確な要約と，正しい展開に導かれるものである。

以上のととから ，正しい競みとは，文章の冒頭から順次ていねいに文章を読み，すみやかに文脈を

形成しながら ，正確な要約と正しい展開を反復してゆ〈ものであることが，ぼぽ明らかになるようで

ある。

それならば ，どのようにして ，そのような正しい読みの力を育てるかというととが，今後の課鐙とな

るのである。それとともに ，との調査をふり返ってみると ，多くは，試案の域を出ていないし .大脳生

理学的な測定機器の使用もないために，微視的な研究と称するには，ほど速いものがある。今後も，読

みの様態の条件的な把握に努めるとともに ，指導の研究に前進したいと考える。

筆をおくにあたり ，特に本年度の研究に全面的など協力をいただいた各位に厚〈謝意を表したい。

0 新潟市立 上所小学校 (研究協力学校 敬称略)

高柳校長伊藤教頭菊地教諭 三浦教諭大島教諭その他職自各位

との研究を担当し執筆したものは次のとおりである。

1 . n . N章谷沢道房 血主左 大 竹 大 一
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